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銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
（
以
下
、
銀
雀
山
漢
簡
）
は
、
一
九
七
二
年
山
東
省
臨
沂
縣

（
現
在
の
臨
沂
市
）
の
前
漢
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
簡
で
あ
る
。
一
部
は
佚
書
も
含

め
旣
に
整
理
・
公
開
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
發
見
さ
れ
た
竹
簡
の
う
ち
、
三
分

の
一
強
に
及
ぶ
千
八
百
九
十
九
枚
は
未
整
理
の
ま
ま
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
こ
の

問
題
に
つ
い
て
述
べ
、未
分
類
の
殘
簡
の
整
理
を
試
み
て
い
る
が
、今
回
は
異
文
・

佚
文
が
多
い
『
六
韜
』
と
の
關
係
を
中
心
に
考
察
し
た
い
と
思
う
。
そ
の
作
業
を

通
じ
、
殘
簡
の
う
ち
『
六
韜
』
に
關
連
す
る
も
の
を
探
す
と
同
時
に
、『
六
韜
』

の
諸
テ
キ
ス
ト
間
の
關
係
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
。

一　

銀
雀
山
漢
簡
に
つ
い
て

銀
雀
山
で
發
掘
さ
れ
た
二
つ
の
墓
は
前
漢
前
期
の
も
の
で
、
一
號
墓
か
ら
約

四
千
九
百
四
十
二
枚
の
竹
簡
が
、
二
號
墓
か
ら
は
「
漢
武
帝
元
光
元
年
曆
譜
」

三
十
二
枚
の
竹
簡
が
發
見
さ
れ
た（

1
）。
こ
の
竹
簡
は
整
理
さ
れ
、一
九
八
五
年
に『
孫

子
兵
法
』（
佚
篇
を
含
む
）『
孫
臏
兵
法
』『
尉
繚
子
』『
晏
子
』『
六
韜
』『
守
法
守

令
等
十
三
篇
』
の
圖
版
・

本
及
び
釋
文
を
揭
載
し
た
大
型
本
『
銀
雀
山
漢
墓
竹

簡〔
壹
〕』が
文
物
出
版
社
よ
り
出
版
さ
れ
た
。殘
り
の
竹
簡
に
つ
い
て
は
續
く〔
貳
〕

〔
參
〕
で
發
表
す
る
豫
定
と
さ
れ
て
い
た
が
、
長
い
間
未
刊
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

二
〇
一
〇
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
續
編
の
〔
貳
〕
が
出
版
さ
れ
、
佚
書
が
發
表

さ
れ
た
。
佚
書
は
全
七
十
五
篇
で
、「
論
政
論
兵
之
類
」
五
十
篇
、「
陰
陽
時
令
占

候
之
類
」
十
二
篇
、「
其
他
之
類
」
十
三
篇
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
未
分
類
の
殘

簡
を
收
錄
す
る
と
い
う
〔
參
〕
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
い
つ
出
版
さ
れ
る

の
か
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
八
五
年
に
出
版
さ
れ
た
『
銀
雀
山
漢
簡
釋
文
』（
吳

九
龍
、
文
物
出
版
社
、
以
下
『
釋
文
』）
が
あ
り
、
こ
れ
は
す
べ
て
の
竹
簡
の
釋

文
の
み
（
校
點
な
し
）
を
活
字
で
整
理
番
號
順
に
揭
載
し
た
も
の
で
、
未
分
類
の

殘
簡
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
圖
版
が
無
く
、簡
の
形
の
確
認
は
で
き
な
い
。

ま
た
、
大
型
本
〔
壹
〕〔
貳
〕
の
內
容
と
若
干
齟
齬
が
あ
る
こ
と
は
以
前
に
發
表

し
た
と
お
り
で
あ
る（

2
）。

二　
『
六
韜
』
に
つ
い
て

『
六
韜
』
は
宋
代
以
後
、『
孫
子
』
な
ど
と
共
に
『
武
經
七
書
』
に
收
錄
さ
れ
、

重
ん
じ
ら
れ
た
兵
書
で
あ
る
。『
武
經
七
書
』は
北
宋
・
元
豐
三
年（
一
〇
八
〇
年
）、

神
宗
の
時
、
國
士
監
司
業
の
朱
服
が
審
定
、
武
學
博
士
の
何
去
非
が
校
勘
し
た
奉

『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て石　

井　
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『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

三
八

勅
撰
で
、
當
時
流
行
し
て
い
た
兵
書
三
四
〇
種
餘
の
古
代
兵
書
の
中
か
ら
『
司
馬

法
』『
孫
子
』『
吳
子
』『
六
韜
』『
三
略
』『
尉
繚
子
』『
李
衞
公
問
對
』
の
七
書
が

選
ば
れ
、
武
學
の
敎
科
書
と
し
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

『
六
韜
』
は
主
に
周
の
文
王
お
よ
び
武
王
と
太
公
望
（
呂
尙
）
と
の
問
答
形
式

で
成
り
、
內
容
は
政
治
か
ら
具
體
的
な
戰
術
に
ま
で
及
ぶ
。『
漢
書
』
藝
文
志
で

は
兵
書
類
の
中
に
相
當
す
る
も
の
が
な
い
が
、道
家
類
に
「
太
公
二
百
三
十
七
篇
。

呂
望
爲
周
師
尙
父
、
本
有
道
者
。
或
有
近
世
又
以
爲
太
公
術
者
所
增
加
也
。
謀

八
十
一
篇
、
言
七
十
一
篇
、
兵
八
十
五
篇
。」
と
あ
り
、
現
在
の
『
六
韜
』
は
そ

の
一
部
で
あ
ろ
う
と
い
う
の
が
定
說
で
あ
る
。『
後
漢
書
』『
三
國
志
』
に
は
「
太

公
六
韜
」
の
書
名
が
見
え
、『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
「
太
公
六
韜
五
卷
（
梁
六
卷
。

周
文
王
師
姜
望
撰
）」
の
記
述
が
あ
る
。
宋
代
以
後
は
、
漢
代
以
後
に
作
ら
れ
た

僞
書
と
い
う
の
が
通
說
に
な
っ
て
い
た
が
、
銀
雀
山
漢
簡
と
後
述
の
定
州
漢
簡
に

一
部
相
當
す
る
文
が
見
つ
か
り
、
現
在
は
戰
國
時
代
後
期
ま
で
に
は
成
立
し
て
い

た
と
の
見
解
が
多
い
。
し
か
し
多
く
の
異
本
や
佚
文
が
あ
り
、『
隋
書
』
經
籍
志

に
も
、
關
連
す
る
と
見
ら
れ
る
「
太
公
陰
謀
」「
太
公
金
匱
」「
太
公
兵
法
」
な
ど

の
書
名
が
見
え（

3
）、現
在
の
形
に
な
っ
た
の
は
ど
の
時
期
か
特
定
し
が
た
い
。
な
お
、

『
六
韜
』
の
成
書
に
つ
い
て
は
、
鄕
原
翼
氏
「『
六
韜
』
の
文
獻
學
的
檢
討
」（『
國

語
敎
育
論
叢
』
創
刊
號
、
島
根
大
學
敎
育
學
部
國
文
學
會
、
一
九
九
一
年
九
月
）、

服
部
泰
澄
氏
「『
六
韜
』
の
構
造
と
そ
の
原
型
に
つ
い
て
」（『
金
澤
大
學
中
國
語

學
中
國
文
學
敎
室
紀
要
』
第
六
輯
、
二
〇
〇
三
年
）、
鈴
木
逹
明
氏
「
敍
述
形
式

か
ら
見
た
太
公
書
『
六
韜
』
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
中
國
文
學
報
』
八
〇
、
京
都

大
學
、
二
〇
一
一
年
四
月
）
な
ど
の
研
究
が
あ
る（

4
）。

今
回
は
、
銀
雀
山
漢
簡
殘
簡
と
併
せ
、
佚
文
も
含
め
『
六
韜
』
關
連
テ
キ
ス
ト

を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
以
下
の
文
獻
を
用
い
た（

5
）。

①
『
武
經
七
書
』
本
『
六
韜
』

い
わ
ゆ
る
現
行
本
で
あ
る
。
文
韜
・
武
韜
・
龍
韜
・
虎
韜
・
豹
韜
・
犬
韜
の
六

卷
六
十
篇
か
ら
成
る
。
內
容
は
文
韜
・
武
韜
が
主
に
政
治
戰
略
論
、
龍
韜
以
降
は

戰
術
論
と
な
っ
て
い
る
。
現
存
す
る
最
古
の
版
本
は
南
宋
の
も
の
で
、
東
京
靜
嘉

堂
文
庫
が
所
藏
、
一
九
三
五
年
商
務
印
書
館
『
續
古
逸
叢
書
』
に
影
印
が
收
錄
さ

れ
て
い
る
。

②
『
群
書
治
要
』
本
『
六
韜
』

唐
の
魏
徵
ら
奉
勅
撰
の
『
群
書
治
要
』
に
收
錄
さ
れ
た
も
の
。『
群
書
治
要
』

は
中
國
で
は
早
く
に
失
わ
れ
、淸
代
に
日
本
に
殘
っ
て
い
た
も
の
が
傳
え
ら
れ
た
。

宮
內
廳
書
陵
部
藏
本
（
金
澤
文
庫
本
、
鎌
倉
時
代
書
寫
）、
四
部
叢
刊
本
（
景
上

海
涵
芬
樓
藏
日
本
尾
張
刊
本
）
な
ど
が
あ
る
。

『
六
韜
』
は
子
部
の
冒
頭
に
配
さ
れ
、
書
名
の
他
、「
文
韜
」
な
ど
韜
名
が
記
さ

れ
て
い
る
が
篇
題
の
記
載
は
無
く
、
改
行
で
篇
の
區
切
り
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
『
六
韜
』
の
後
に
『
陰
謀
』
と
題
さ
れ
る
書
か
ら
の
引
用
文
が
記
載
さ
れ
、
內

容
は
武
王
と
太
公
の
問
答
と
な
っ
て
い
る
。後
述
す
る
よ
う
に
、引
用
さ
れ
て
殘
っ

て
い
る
太
公
に
關
す
る
『
陰
謀
』『
陰
符
』『
金
匱
』
の
內
容
を
見
る
と
、
か
な
り

交
錯
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
の
『
陰
謀
』
の
文
も
材
料
と
し
て
併
せ
て

入
れ
た
。

③
敦
煌
唐
卷
子
本
『
六
韜
』
殘
卷
（
以
下
、「
敦
煌
本
」）

一
九
〇
八
年
に
フ
ラ
ン
ス
の
ペ
リ
オ
に
よ
り
發
掘
さ
れ
た
唐
代
の
寫
本
で
、
パ

リ
國
家
圖
書
館
所
藏
（
編
號P.3454

）。
約
二
百
餘
行
が
殘
っ
て
い
る
。
今
回
は

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
影
印
本
（『
法
國
國
家
圖
書
館
藏
敦
煌
西
域
文
獻
』
24
所
收
、



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
八
號

三
九

上
海
古
籍
出
版
社
編
、
一
九
九
四
年
）
を
使
用
し
た
。
書
名
や
韜
名
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
篇
ご
と
に
空
白
ま
た
は
改
行
に
よ
り
區
切
ら
れ
て
お
り
、
多
く
は
篇

題
が
文
頭
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
篇
題
の
上
に
橫
線
が
引
か
れ
て
い
る

が
、
意
味
は
明
ら
か
で
な
い（

6
）。

④
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
本
『
六
韜
』

上
述
の
大
型
本
〔
壹
〕
で
『
六
韜
』
に
分
類
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
十
四
篇
に

分
類
さ
れ
、
諸
本
や
類
書
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
佚
文
と
類
似
す
る
內
容
に
加
え
、

體
裁
や
字
體
か
ら
判
斷
し
て
『
六
韜
』
に
屬
す
る
と
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。

本
を
見
る
と
、
竹
簡
の
上
端
か
ら
下
端
ま
で
空
白
を
取
ら
ず
に
文
字
が
書
か

れ
、
中
間
二
か
所
を
連
結
す
る
と
い
う
形
で
、
文
字
に
か
か
っ
た
繩
の
跡
か
ら
察

す
る
に
、
文
字
を
書
い
た
後
に
連
結
し
た
と
思
わ
れ
る
。
銀
雀
山
漢
簡
の
中
で
こ

の
體
裁
は
「
守
法
守
令
等
十
三
篇
」
と
『
六
韜
』
の
み
で
、
他
の
書
に
分
類
さ
れ

た
竹
簡
は
上
中
下
三
か
所
を
連
結
し
、
上
の
結
び
目
の
上
部
と
下
の
結
び
目
の
下

部
は
文
字
を
書
か
ず
空
白
と
な
っ
て
い
る
。

整
理
小
組
は
注
で
「
銀
雀
山
竹
簡
中
，
字
體
・
內
容
類
似
《
六
韜
》
之
殘
簡
爲

數
尙
多
，
因
缺
乏
屬
於
《
六
韜
》
的
確
切
證
據
，
皆
編
入
第
三
輯
中
，
可
參
閲
。」

（
一
二
五
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
殘
簡
の
中
に
も
『
六
韜
』
に
屬
す
る
可
能
性
の

あ
る
も
の
が
ま
だ
存
在
す
る
と
し
て
い
る
。

⑤
定
州
西
漢
中
山
懷
王
墓
竹
簡
本
『
六
韜
』（
以
下
、
定
州
漢
簡
）

一
九
七
三
年
に
河
北
省
定
縣
（
現
在
の
定
州
市
）
の
前
漢
中
山
懷
王
の
墓
か
ら

發
掘
さ
れ
た
竹
簡
で
、『
儒
家
者
言
』『
文
子
』『
論
語
』
な
ど
と
共
に
出
土
し
た
。

書
名
を
記
し
た
竹
簡
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、『
六
韜
』
に
屬
す
る
と
見
ら
れ

る
竹
簡
は
百
四
十
四
枚
、
計
千
四
百
二
文
字
に
の
ぼ
る
。
墓
に
は
旣
に
盜
掘
さ
れ

燒
か
れ
た
痕
跡
が
あ
り
、
竹
簡
も
炭
化
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
多
く
は

斷
片
で
あ
る
。「
河
北
定
縣
40
號
漢
墓
發
掘
簡
報
」（『
文
物
』一
九
八
一
年
第
八
期
）

で
は
書
名
が
『
太
公
』
と
さ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
「
定
州
西
漢
中
山
懷
王
墓
竹

簡
《
六
韜
》
釋
文
及
校
注
」（『
文
物
』
二
〇
〇
一
年
第
五
期
）
で
『
六
韜
』
と
改

め
ら
れ
た
。
篇
題
が
書
か
れ
た
簡
に
「
第
卅
一
」
と
あ
り
、
少
な
く
と
も
三
十
一

篇
で
構
成
さ
れ
る
書
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
釋
文
お
よ
び
校
注
は
同
論
文
以

降
、
單
行
本
で
は
發
表
さ
れ
て
い
な
い
。

本
お
よ
び
寫
眞
も
一
部
の
み
同
論
文

に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

⑥
そ
の
他
文
獻
に
引
用
さ
れ
た
『
六
韜
』
關
連
異
文
・
佚
文

孫
啓
治
・
陳
建
華
編
『
古
佚
書
輯
本
目
錄　

附
考
證
』（
中
華
書
局
、
一
九
九
七

年
）
に
は
、『
六
韜
』
の
輯
佚
本
と
し
て
淸
・
孫
同
元
「
六
韜
逸
文
」（
平
津
館
叢

書
『
周
書
六
韜
』
所
收
）、
嚴
可
均
『
全
上
古
三
代
文
』（
光
緖
二
十
年
黃
岡
王
毓

藻
刊
本
）
卷
六
・
七
な
ど
を
擧
げ
て
い
る
。
孫
書
は
『
太
平
御
覽
』『
北
堂
書
鈔
』

を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
書
か
ら
佚
文
を
輯
め
、
文
字
の
異
同
に
つ
い
て
も
記
し

て
お
り
、
黃
奭
『
黃
氏
逸
書
考
』
は
孫
書
を
そ
の
ま
ま
收
錄
し
て
い
る
。
嚴
書
は

『
古
佚
書
輯
本
目
錄
』
に
「
按
嚴
氏
毎
將
諸
書
所
引
散
文
零
句
省
併
重
複
，
連
綴

成
文
，
雖
通
暢
可
誦
，
然
不
可
必
謂
復
本
書
原
貌
，
不
如
孫
輯
一
一
條
錄
之
以
存

其
舊
爲
宜
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
類
似
し
た
文
を
ま
と
め
た
り
つ
な

ぎ
合
わ
せ
た
り
し
て
記
載
し
、
文
字
の
異
同
に
も
あ
ま
り
詳
し
い
考
證
を
加
え
て

い
な
い
た
め
、
孫
書
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
文
の
み
參
考
に
し
た（

7
）。

今
回
は
こ
れ
ら
の
文
と
盛
冬
鈴
譯
注
「
六
韜
逸
文
」（『
六
韜
譯
注
』
所
收
、
河

北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
二
年
）
と
を
併
せ
て
參
考
に
し
た
。
さ
ら
に
、
上
記
の

佚
文
に
加
え
、
電
子
テ
キ
ス
ト
な
ど
を
使
用
し
、
主
に
宋
代
以
前
の
文
獻
に
「
六



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

四
〇

韜
曰
」「
太
公
兵
法
曰
」「
太
公
金
匱
曰
」
と
引
用
さ
れ
て
い
る
文
を
檢
索
し
て
追

加
し
た
。
な
お
、『
太
平
御
覽
』『
北
堂
書
鈔
』
に
引
か
れ
た
文
に
つ
い
て
は
、
現

行
本
『
六
韜
』
と
同
文
で
あ
っ
て
も
加
え
た（

8
）。

⑦
日
本
の
佚
存
書
な
ど
に
引
用
さ
れ
た
『
六
韜
』
關
連
異
文
・
佚
文
（
以
下
、「
本

邦
殘
存
典
籍
」）

今
回
は
上
記
の
も
の
に
加
え
、
新
美
寛
編
・
鈴
木
隆
一
補
『
本
邦
殘
存
典
籍
に

よ
る
輯
佚
資
料
集
成 

續
』（
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
六
八
年
）
も
使

用
し
た
。
同
書
は
、
日
本
に
お
け
る
佚
存
書
お
よ
び
日
本
國
內
の
編
著
に
引
用
さ

れ
た
文
を
輯
め
た
も
の
で
あ
る
。
凡
例
に
よ
る
と
、
五
十
餘
種
の
典
籍
か
ら
抽
出

抄
錄
し
、
中
國
の
撰
述
に
あ
っ
て
は
唐
宋
時
代
を
下
ら
ず
、
國
內
の
著
作
に
つ
い

て
は
、
ほ
ぼ
平
安
・
鎌
倉
期
ま
で
の
も
の
に
限
っ
た
と
し
て
い
る
。
中
に
は
『
群

書
治
要
』
の
よ
う
に
後
世
中
國
に
傳
わ
り
、
上
記
輯
佚
書
に
も
使
用
さ
れ
て
い
る

書
も
あ
る
が
、
日
本
に
の
み
存
在
す
る
書
も
あ
り
、
こ
れ
ら
を
使
用
す
る
こ
と
で

新
た
な
發
見
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
。
藤
原
佐
世
『
日
本
國
見
在
書
目

錄
』（「
古
逸
叢
書
」
收
）
を
見
る
と
、
太
公
に
關
連
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
書
と
し

て
、『
太
公
六
韜
』
六
卷
（
周
文
王
師
姜
望
撰
）、『
太
公
陰
錄
符
』
一
卷
、『
太
公
謀
』

三
十
六
卷
な
ど
の
記
載
が
あ
り
、
そ
れ
ら
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

文
末
の
附
表
は
現
行
本
の
構
成
を
基
準
と
し
て
、
上
述
の
①
〜
⑦
の
篇
・
文
の

關
係
を
簡
略
化
し
表
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
は
こ
の
表
を
も
と
に
、
諸
テ
キ

ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
係
お
よ
び
表
か
ら
推
測
で
き
る
諸
テ
キ
ス
ト
の
關
係
に

つ
い
て
述
べ
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

三　
『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
と
の
關
係

關
連
が
考
え
ら
れ
る
部
分
を
見
て
い
く
と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

（
※
な
お
〈　

〉
內
は
表
左
に
付
し
た
行
の
數
字
を
指
す
。）

●
文
韜
―
國
務
篇
〈
4
〉

武
經
七
書
本
に
「
儉
宮
室
臺
榭
則
樂
之
。
吏
清
不
苛
擾
則
喜
之
。」
と
あ
り
、

銀
雀
山
漢
簡
殘
簡0698 （9
）「
…
…
□
（
□
は
判
讀
不
能
な
字
）
觀
游
高
臺
射
（
榭
）

游
于
（
汚
）
池
吏
大
夫
侵
民
以
…
…
」
と
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。

「
宮
室
臺
榭
」「
游
池
」
と
い
う
表
現
は
殷
の
紂
王
が
贅
を
極
め
た
こ
と
を
表
す

常
套
句
と
し
て
他
の
篇
に
も
し
ば
し
ば
登
場
す
る
が
、
續
い
て
吏
の
こ
と
が
出
て

く
る
の
は
國
務
篇
の
文
の
み
で
、
あ
る
い
は
內
容
の
似
た
異
文
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
武
經
七
書
本
に
「
故
善
爲
國
者
、
馭
民
如
父
母
之
愛
子
。
如
兄
之
愛
弟
」

と
あ
り
、
同
じ
文
で
は
な
い
が
、
殘
簡1972

「
爲
□
也
愛
民
之
父
母
也
□
子
也

□
…
…
」
と
の
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。

●
文
韜
―
擧
賢
篇
〈
12
〉

武
經
七
書
本
に
「
世
亂
愈
甚
、以
致
危
亡
者
、何
也
」
と
あ
り
、殘
簡3994 「
…
…

□
危
亡
者
」
が
こ
の
篇
に
屬
す
る
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
〔
貳
〕
の
「
論
政
論
兵
之
類
」
に
32
「
六
擧
」
が
あ
り
、1279 （10
）「
…
…
明

於
不
能
擧
士
、
不
能
」、1280

「
…
…
其
道
故
勞　
　

・
六
擧
」
の
二
簡
し
か
分

類
さ
れ
て
い
な
い
が
、
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。
殘
簡
に
は2550

「
…
…
曰
不
能

擧
士
用
賢
而
」、1752
「
…
…
危
時
冝
六
曰
擧
□
而
…
…
」、3774

「
…
…
用
賢



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
八
號

四
一

…
…
」
が
あ
り
、
こ
れ
ら
と
併
せ
て
、
內
容
の
關
連
す
る
異
文
で
あ
る
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

●
文
韜
―
群
書
治
要
の
佚
篇
（
文
韜
6
）〈
13
〉

こ
の
篇
は
武
經
七
書
に
は
相
當
す
る
も
の
が
無
い
が
、
群
書
治
要
本
・
敦
煌

本
・
定
州
漢
簡
な
ど
に
見
ら
れ
る
。
群
書
治
要
本
で
は
以
下
の
よ
う
に
、「
文
王

問
太
公
曰
、
願
聞
治
國
之
所
貴
」
で
始
ま
る
部
分
と
、「
文
王
曰
、
願
聞
爲
國
之

大
失
」
で
始
ま
る
二
つ
の
段
落
で
構
成
さ
れ
る
。

  　

文
王
問
太
公
曰
、
願
聞
治
國
之
所
貴
。
太
公
曰
、
貴
法
令
之
必
行
、
必
行
則

治
道
通
、
通
則
民
太
利
、
太
利
則
君
德
彰
矣
。
君
不
法
天
地
而
隨
世
俗
之
所
善

以
爲
法
、
故
令
出
必
亂
、
亂
則
復
更
爲
法
、
是
以
法
令
數
變
、
則
群
邪
成
俗
、

而
君
沈
於
世
、
是
以
國
不
免
危
亡
矣
。
文
王
曰
、
願
聞
爲
國
之
大
失
。
太
公
曰
、

爲
國
之
大
失
、
作
而
不
法
法
、
國
君
不
悟
、
是
爲
大
失
。
文
王
曰
、
願
聞
不
法

法
、
國
君
不
悟
。
太
公
曰
、
不
法
法
則
令
不
行
、
令
不
行
則
主
威
傷
。
不
法
法

則
邪
不
止
、
邪
不
止
則
禍
亂
起
矣
。
不
法
法
則
刑
妄
行
、
刑
妄
行
則
賞
無
功
。

不
法
法
則
國
昏
亂
、
國
昏
亂
則
臣
爲
變
。
不
法
法
則
水
旱
發
、
水
旱
發
則
萬
民

病
。
君
不
悟
則
兵
革
起
、
兵
革
起
則
失
天
下
也
。

敦
煌
本
で
は
そ
れ
ぞ
れ
「
利
人
」
篇
と
「
大
失
」
篇
（
篇
題
は
記
さ
れ
て
い
た

も
の
）
が
そ
れ
に
相
當
す
る
。

  【
利
人
】
文
王
問
太
公
、
願
聞
治
國
之
所
貴
。
太
公
曰
、
貴
法
令
之
必
行
、
法

令
之
必
行
則
治
道
通
、〔
治
道
〕
通
則
人
大
利
、
人
大
利
則
君
得
德
彰
矣
。
世

亂
則
吏
犯
法
令
而
爲
善
、
其
人
重
私
而
輕
公
、
不
敦
樸
而
詐
僞
。
文
王
曰
、
法

令
而
爲
善
之
必
行
、
大
利
人
奈
何
。
太
公
曰
、
法
令
貴
犯
令
而
爲
善
者
何
。
太

公
曰
、
其
萌
生
於
君
、
君
不
法
天
、
随
世
俗
之
所
善
以
爲
法
、
随
世
俗
之
所
善

以
爲
（
五
文
字
空
白
）
更
爲
法
。
是
以
其
法
令
數
變
、
數
變
則
羣
邪
成
俗
、
而

君
沈
於
世
、
是
以
國
不
免
於
危
亡
。
文
王
曰
、
戒
哉
。
太
公
曰
不
足
。
太
公
曰
、

法
者
、（
何
）〔
河
〕
圖
雒
書
禮
樂
五
經
。

  【
大
失
】
文
王
問
太
公
曰
、
願
聞
爲
國
之
大
失
。
太
公
曰
、
爲
國
之
大
失
、
作

而
不
法
法
、
國
君
不
𥧝
、
是
爲
大
失
。
文
王
曰
、
願
聞
不
法
法
、
國
君
不
𥧝
大

失
。
太
公
曰
、
不
法
法
則
令
不
行
、
令
不
行
則
主
威
傷
。
不
法
法
則
邪
不
（
正
）

〔
止
〕、
邪
不
（
正
）〔
止
〕
則
禍
亂
起
。
不
法
法
則
（
形
）〔
刑
〕
妄
行
、（
形
）

〔
刑
〕妄
行
則
賞
無
功
。
不
法
法
則
國〔
昬
〕亂
、國
昬
亂
則
臣
爲
變
。
不
法〔
法
〕

則
水
旱
發
、
水
旱
發
則
萬
人
疾
。
君
不
𥧝
則
兵
革
起
、
兵
革
起
則
失
天
下
。
文

王
曰
、
戒
哉
。
太
公
曰
不
足
。
師
尙
曰
、
法
者
須
（
何
）〔
河
〕
圖
雒
書（
11
）。

定
州
漢
簡
で
は0862

「
…
…
之
必
行
也
、必
行
者
民
利
。
…
…（
12
）」
の
み
が
「
利

人
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
以
下
の
佚
文
も
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。

2316 

…
…
曰
、
奈
何
。
大
（
太
）
公
曰
、
法
令
通
□
而
□
□

2506 

…
…
問
太
公
曰
、
爲
國
而
能
更
法
令
者
不
…
…

2299 

…
…
貴
□
□
人
而
以
爲
善
者
、
故
其
民
□
…
…

ま
た
篇
題
と
思
わ
れ
る2505

「
□
□
□
國
所
貴
第
八
」
が
あ
り
、「
治
國
之
所

貴
」
に
關
す
る
部
分
の
み
で
一
つ
の
篇
が
構
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ら
に
「
大
失
」
に
分
類
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

四
二

0767 

…
…
□
、
不
法
邪
不
亡
、
不
法
禍
日
起
、
不
□
…
…

0814 

…
…
□
亡
□
、
不
法
國
且
亂
、
不
法
民
多
□
…
…

0787 
…
…
旱
至
、
不
法
…
…

が
あ
る
が
、こ
れ
も2227

「
□
大
失
第
十
四
」
と
篇
題
を
記
し
た
簡
が
あ
り
、「
國

之
大
失
」
に
關
す
る
部
分
が
一
つ
の
篇
と
し
て
獨
立
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
の

で
あ
る
。

銀
雀
山
漢
簡
で
は
、
ま
ず
「
治
國
之
所
貴
」
に
關
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、
以

下
の
殘
簡
と
の
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。

3599 

…
…
民
二
利
二
□（
13
）…
…

3228 

…
…
□
法
令
而
以
爲
善
…
…

2352 

而
以
爲
善
者
…
…

2629 

…
…
而
令
數
變
者
…
…

2902 

…
…
□
數
變
…
…

3228

と2352

は
一
つ
の
簡
の
斷
片
だ
と
思
わ
れ
、
敦
煌
本
の
文
「
太
公
曰
、

法
令
貴
犯
令
而
爲
善
者
何
。」
の
異
文
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
定
州
漢
簡
の

2299

と
も
似
て
い
る
。2629

と2902

も
お
そ
ら
く
同
じ
簡
の
斷
片
で
、
敦
煌

本
の
文
「
是
以
其
法
令
數
變
、
數
變
則
羣
邪
成
俗
」
の
異
文
で
あ
ろ
う
。

「
國
之
大
失
」
に
關
す
る
部
分
に
つ
い
て
は
、〔
貳
〕「
論
政
論
兵
之
類
」
36
〔
君

臣
問
答
〕
⑤
「
文
王
與
太
公
」
の
中
に
、

1357a 

文
王
問
大
（
太
）
公
曰
、
願
聞
有
國
之
大
失
。
大
（
太
）
公
…
…

1357b 

…
…
爲
大
。
文
王
曰
、
願
聞
其

1358 

所
以
爲
大
。
大
（
太
）
公
曰
、
國
不
法
法
以
爲
正
（
政
）、
不
…
…

が
あ
り
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
同
じ
「
論
政
論
兵
之
類
」
36
〔
君
臣
問
答
〕

①
「
堯
與
善
卷
・
許
由
」
④
「
湯
與
務
光
・
伊
尹
」
で
も
そ
れ
ぞ
れ
堯
が
善
卷
・

許
由
に
、
湯
が
務
光
に
「
國
之
大
失
」
に
つ
い
て
質
問
し
て
い
る
。
殘
缺
が
激
し

く
文
の
內
容
は
不
明
確
だ
が
、
人
物
の
異
な
る
類
似
の
問
答
を
集
め
て
あ
る
と
い

う
點
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

●
文
韜
―
敦
煌
本
の
佚
篇
（
禮
義
）〈
15
〉

敦
煌
本
に
「
文
王
問
太
公
曰
、以
禮
義
爲
國
、而
不
能
大
利
其
民
、何
也
。」「
文

王
曰
、
禮
義
爲
國
者
何
如
。」
と
あ
り
、
殘
簡2329

「
能
利
天
下
之
民
…
…
」、

3163

「
…
…
爲
國
也
何
…
…
」
と
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
篇
は
武
經
七

書
本
・
群
書
治
要
本
に
は
相
當
す
る
も
の
が
無
い
が
、定
州
漢
簡
に
は1173

「
方

以
禮
義
爲
國
第
十
」
と
い
う
篇
題
が
あ
り
、
以
下
の
簡
が
屬
す
る
も
の
と
し
て
分

類
さ
れ
て
い
る
。

2374 

…
…
咸
以
禮
儀
爲
國
、
而
不
能
…
…

0997 

…
…
者
何
也
。
大
（
太
）
公
曰
、
禮
者
…
…

2494 

…
…
爲
國
不
用
禮
儀
可
…
…

0847 

…
…
之
分
擇
也
、
非
所
以
□
□
…
…

2202 

…
…
禮
儀
之
爲
國
也
。

こ
の
他
に
、
分
類
は
さ
れ
て
い
な
い
が
佚
文0988

「
…
…
未
足
以
大
利
其
民

者
也
。
…
…
」
も
敦
煌
本
の
文
「
故
皆
未
足
以
大
利
人
也
」
と
近
く
、
こ
の
篇
に

屬
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

●
文
韜
―
敦
煌
本
の
佚
篇
（
救
亂
）〈
16
〉

敦
煌
本
の
救
亂
篇
に
「
則
奸
臣
比
周
、
趨
勢
而
爭
位
、
下

則
奸
臣
朋
黨
而
事
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四
三

爭
」
と
あ
り
、
殘
簡2398

「
姦
臣
成
黨
邪
…
…
」
が
や
や
近
い
。

こ
の
篇
は
、
敦
煌
本
以
外
の
諸
テ
キ
ス
ト
に
は
見
ら
れ
ず
、
內
容
が
擧
賢
篇
と

や
や
類
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
擧
賢
篇
の
異
文
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

●
龍
韜
―
論
將
篇
〈
29
〉

こ
の
篇
は
將
軍
に
相
應
し
い
人
物
の
「
五
材
十
過
」
を
論
じ
た
內
容
と
な
っ
て

お
り
、『
太
平
御
覽
』
卷
二
七
三
の
引
用
も
同
樣
で
あ
る
。
銀
雀
山
漢
簡
で
は
後

半
の
〝
十
過
〞
の
部
分
が
〔
貳
〕「
論
政
論
兵
之
類
」
23
「
將
過
」
に
相
當
す
る
。

『
北
堂
書
鈔
』
卷
一
一
五
で
は
「
五
才
」
の
部
分
の
み
『
六
韜
』
か
ら
の
引
用
と
し
、

「
十
過
」
の
部
分
は
『
黃
帝
出
軍
訣
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
孔
廣

陶
注
は
「
王
石
華
校
改
引
『
六
韜
』、
係
從
陳
兪
本
。
今
案
平
津
館
本
『
六
韜
』

論
將
篇
・『
御
覽
』
二
百
七
十
三
引
雖
有
此
文
、
然
實
爲
出
軍
訣
無
疑
也
。」
と
し

て
い
る
。
少
な
く
と
も
銀
雀
山
漢
簡
に
お
い
て
は
「
十
過
」
の
部
分
は
『
六
韜
』

と
は
異
な
る
體
裁
に
な
っ
て
お
り
、
漢
代
に
は
別
に
行
わ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。

●
虎
韜
―
群
書
治
要
の
佚
篇
（
虎
1
）〈
44
〉

こ
の
篇
は
武
經
七
書
お
よ
び
敦
煌
本
に
は
無
く
、
銀
雀
山
漢
簡
『
六
韜
』
で
は

第
九
篇
が
相
當
す
る
。

713 

・
武
王
□

714 

…
…
□
也
、
名
曰
三
機
。
民
之
於
利
也
、
□
之
如
冬
日
之
□
…
…

715 

…
…
民
夗
（
怨
）
生
。
明
罰
則
民
…
…

716a 

…
…
所
從
、
不
知
…
…

716b 

…
…
所
去
。
使
民
各
得
其
生
…
…

716c 

□
樂
才
（
哉
）

717a 

…
…
其
時
。
稱
賢
使
能
而
官
有
才
、
則
…
…

717b 

…
…
□
者
歸
之
。
故
賞
…
…

717c 

…
…
於
民
生
、
而
罰
於
毋
（
無
）
罪
。
是
以
刑
…
…

718 

…
…
冬
之
必
□
也
。
思
之
如
大
暑
之
於

719 

…
…
□
（『
釋
文
』
で
は
「
杀
（
殺
）」）
也
、
如
大
冬
…
…

720 

…
…
□
風
行
、
天
下
迎
之
、
迎
之
而
會
、
會
□
…
…

簡
番
號714

「
…
…
□
也
、
名
曰
三
機
。
民
之
於
利
也
、
□
之
如
冬
日
之
□

…
…
」
の
部
分
は
群
書
治
要
本
で
は
、「
太
公
曰
、
夫
民
之
所
利
、
譬
之
如
冬
日

之
陽
、
夏
日
之
陰
、
冬
日
之
從
陽
、
夏
日
之
從
陰
、
不
召
自
來
。
故
生
民
之
道
、

先
定
其
所
利
、
而
民
自
至
。
民
有
三
幾
、
不
可
數
動
、〔
動
〕
之
有
凶
。」
と
あ
る
。

殘
簡
に0670

「 

…
…
如
冬
日
之
陽
夏
日
之
陰
…
…
」
が
あ
り
、
恐
ら
く
は714

の
斷
片
で
あ
ろ
う
。

な
お
、定
州
漢
簡
で
は
佚
文0790

「
…
…
乎
。
武
王
曰
、爲
之
奈
何
。
大
（
太
）

公
曰
、
□
上
…
…
」
が
敦
煌
本
の
文
「
聖
人
與
天
下
之
人
、
皆
安
樂
也
。
武
王
曰
、

爲
之
奈
何
。
太
公
曰
、
聖
人
守
無
窮
之
府
、
用
無
窮
之
財
、
而
天
下
御
之
。」
に

や
や
近
く
、
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。

●
銀
雀
山
漢
簡
『
六
韜
』
12
〈
88
〉

746 
□
□
□
（『
釋
文
』
で
は
□
公
）
曰
、
以
地
取
人
胃
（
謂
）
之
…
…

747a   
胃
（
謂
）
之
備
、
以
祿
取
人
胃
（
謂
）
之
交
、
以
義
取
人
胃
（
謂
）

之
友
。
友
之
友
胃
（
謂
）
崩
（
朋
）、
崩
（
朋
）
之
崩
（
朋
）
胃
（
謂
）



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

四
四

…
…

747b 

之
黨
、
黨
之
黨
胃
（
謂
）
之
羣
、
羣
黨
崩
（
朋
）
友
皆

整
理
小
組
に
よ
る
と
、746

の
後
に
『
太
平
御
覽
』
卷
四
三
七
引
く
「
以
死
取
人
、

謂
之
勇
」
が
入
る
と
い
う
。
ま
た
『
太
平
御
覽
』
卷
一
五
七
に
「
友
之
友
謂
之
朋
、

朋
之
朋
謂
之
黨
、
黨
之
黨
謂
之
群
」、
本
邦
殘
存
典
籍
で
は
『
慧
琳
音
義（
14
）』
に
「
友

之
友
謂
之
朋
、
朋
之
朋
謂
之
黨
」
と
い
う
文
が
引
か
れ
て
い
る
。

●
佚
篇
（『
說
苑
』
收
錄
）〈
96
〉

嚴
可
均
『
全
上
古
三
代
文
』
卷
六
が
太
公
に
關
連
す
る
も
の
と
し
て
收
錄
し
て

い
る
文
に
、

  　

武
王
問
太
公
曰
、
得
賢
敬
士
、
或
不
能
以
爲
治
者
、
何
也
。
太
公
對
曰
、
不

能
獨
斷
、
以
人
言
斷
者
殃
也
。
武
王
曰
、
何
爲
以
人
言
斷
。
太
公
對
曰
、
不
能

定
所
去
、
以
人
言
去
。
不
能
定
所
取
、
以
人
言
取
。
不
能
定
所
爲
、
以
人
言
爲
。

不
能
定
所
罰
、
以
人
言
罰
。
不
能
定
所
賞
、
以
人
言
賞
。
賢
者
不
必
用
、
不
肖

者
不
必
退
、
而
士
不
必
敬
。
武
王
曰
、
善
。
其
爲
國
何
如
。
太
公
對
曰
、
其
爲

人
惡
聞
其
情
、
而
喜
聞
人
之
情
。
惡
聞
其
惡
、
而
喜
聞
人
之
惡
。
是
以
不
必
治

也
。
武
王
曰
、
善
。

が
あ
り（
15
）、
殘
簡3177

「
…
…
惡
聞
其
□
…
…
」、4063

「
…
…
□
惡
聞
…
…
」

と
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
〔
貳
〕「
論
政
論
兵
之
類
」
36
〔
君
臣
問
答
〕
⑧
「
秦

穆
公
與
百
里
奚
」
は
、

1405 

・
秦
繆
（
穆
）
公
…
…

1406 

…
…
柏
（
百
）
里
係
（
奚
）
曰
、
惡
聞
其
請
（
情
）

1407a 

…
…
如
柏
（
百
）
里
係
…
…

1407b 

…
…
曰
、
惡
聞
其
請
（
情
）

1408 

…
…
□
者
也
。
繆
…
…

と
や
や
似
た
內
容
に
な
っ
て
お
り
、
或
い
は
同
じ
內
容
の
問
答
で
、
人
物
が
異
な

る
說
話
が
存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
定
州
漢
簡
の
佚
文
に
、

2300 

…
…
曰
、
禮
賢
敬
士
□
…
…

2286 

…
…
聽
、
獨
斷
而
…
…

が
あ
り
、
或
い
は
異
文
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

●
定
州
漢
簡
「
方
治
國
之
道
第
六
」〈
97
〉

こ
の
篇
は
諸
本
に
相
當
す
る
篇
が
無
く
、
定
州
漢
簡
に
篇
題
が
あ
る
の
み
で
分

類
は
さ
れ
て
い
な
い
。
定
州
漢
簡
で
「
治
國
」
の
語
を
含
む
佚
文
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

2478 

…
…
凡
治
國
、
主
務
擧
賢
、
故
昔
者
湯
之
治
…
…

0238 

…
…
之
治
國
、
敢
問
□
…
…

1170 

…
…
武
王
問
太
公
曰
、
王
君
之
治
國
何
如
乎
。
太
公
…
…

2284 

…
…
亡
、
比
君
之
治
國
也

0876 

可
以
治
國
、
不
御
以
道
、
則
民
離
散
、
不
養
…
…（
16
）

銀
雀
山
漢
簡
で
は
、
殘
簡
に4102

「
…
…
治
國
…
…
」、4650

「
…
…
之
治
□

…
…
」
が
あ
り
、
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、1276

「
・
文
武
之
治
大
國
無
以

…
…
」、4652
「
…
…
文
武
之
治
…
…
」
と
い
う
簡
も
あ
る
が
、
武
王
と
太
公
の
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問
答
の
中
に
「
文
武
之
治
」
と
い
う
表
現
は
そ
ぐ
わ
な
い
た
め
別
の
篇
の
も
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
上
に
擧
げ
た
殘
簡
も
、
あ
る
い
は
そ
の
別
の
篇
と
關
連
す
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

●
定
州
漢
簡
「
亂
之
要
第
七
・
吏
十
重
罪
・
民
十
…
」〈
98
〉

こ
の
篇
は
武
經
七
書
本
な
ど
諸
本
に
無
く
、
定
州
漢
簡
で
も
篇
題
の
注
に
「
簡

文
有
『
王
問
太
公
、
治
亂
奈
何
。
太
公
曰
、
其
本
』
等
、
推
測
卽
此
篇
的
內
容
。

今
本
無
此
篇
題
。」
と
あ
る
の
み
で
、
分
類
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い（
17
）。『
後
漢
書
』

卷
三
八
注
が
引
く
『
陰
謀
』
の
文
が
こ
れ
に
相
當
す
る（
18
）。

  　

武
王
問
太
公
曰
、
願
聞
治
亂
之
要
。
太
公
曰
、
其
本
在
吏
。
武
王
曰
、
吏
者

治
也
。
所
以
爲
治
其
亂
者
何
。
太
公
曰
、
故
吏
重
罪
有
十
。
武
王
問
、
吏
之
重

罪
。
太
公
曰
、
一
吏
苛
刻
、
二
吏
不
平
、
三
吏
貪
（
汗
）〔
汚
〕、
四
吏
以
威
力

迫
脅
於
民
、
五
吏
與
史
合
姦
、
六
吏
與
人
無
情
、
七
吏
作
盜
賊
使
人
爲
耳
目
、

八
吏
賤
買
賣
貴
於
民
、
九
吏
增
易
於
民
、
十
吏
振
懼
於
民
。
夫
治
者
有
三
罪
。

則
國
亂
而
民
愁
盡
有
之
。
則
民
流
亡
而
君
失
其
國
。
武
王
曰
、
民
亦
有
罪
乎
。

太
公
曰
、
民
有
十
大
於
此
除
者
。
則
國
治
而
民
安
。
武
王
曰
、
十
大
何
如
。
太

公
曰
、
民
勝
吏
厚
大
臣
、
一
大
也
。
民
宗
強
侵
陵
羣
下
、
二
大
也
。
民
甚
富
侵

國
家
、
三
大
也
。
民
尊
親
其
君
天
下
歸
慕
、
四
大
也
。
衆
暴
寡
、
五
大
也
。
民

有
百
里
之
譽
千
里
之
交
、
六
大
也
。
民
以
吏
威
爲
權
、
七
大
也
。
恩
行
於
吏
、

八
大
也
。
民
服
信
（
嚴
注
：
疑
當
作
「
民
無
信
」）
以
少
爲
多
、
奪
人
田
宅
、

贅
人
妻
子
、
九
大
也
。
民
之
基
業
畜
產
、
爲
人
所
苦
、
十
大
也
。
所
謂
一
家
害

一
里
、一
里
害
諸
侯
、諸
侯
害
天
下
。
武
王
曰
、絕
吏
之
罪
、塞
民
之
大
、奈
何
。

太
公
曰
、
察
民
之
暴
吏
、
明
其
賞
、
審
其
誅
、
則
吏
不
敢
犯
罪
、
民
不
敢
大
也
。

武
王
曰
、
是
民
吏
相
同
上
下
、
不
和
而
結
其
讎
。
太
公
曰
、
爲
君
守
成
、
爲
吏

守
職
、爲
民
守
事
、如
此
、各
居
其
道
、則
國
治
。
國
治
則
都
治
、都
治
則
里
治
、

里
治
則
家
治
、
家
治
則
善
惡
分
明
。
善
惡
分
明
、
則
國
無
事
、
國
無
事
則
吏
民

外
不
懷
怨
、
內
不
徼
事
。

こ
の
文
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
定
州
漢
簡
で
屬
す
る
と
思
わ
れ
る
佚
文
を
集
め
る

と
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

2282 

…
…
王
問
太
公
、
治
亂
奈
何
。
太
公
曰
、
其
本
…
…

2277 

…
…
武
王
曰
、
爲
吏
治
也
□
□
安
在
。
太
…
…

2425 

…
…
吏
者
重
能
…
…

0655 

…
…
者
□
之
□
□
也
、
□
者
吏
之
□
□
也
□
…
…

2483 

…
…
乃
失
其
國
…
…

2344 

…
…
曰
、
□
吏
之
□
觀
民
之
□
奈
何
乎
。
太
公
…
…

2239 

…
…
吏
□
任
、
吏
與
民
通
、
吏
與
民
謂
合
、
吏
□
…
…

2433 

…
…
吏
□
□
可
以
…
…

0823 

…
…
吏
毋
奸
、
段
段
而
衆
人
于
□
…
…

0408 

…
…
□
土
者
臣
吏
也
、
快
志
當
…
…

2429 

…
…
曰
□
□
吏
公
…
…

2295 

…
…
善
而
不
爲
惡
矣
。
武
王
曰
、
分
善
惡
奈
何
、
□
衆
□
□
…
…

0878 
…
…
已
故
爲
國
能
知
分
善
惡
之
分
…
…

銀
雀
山
漢
簡
で
は
殘
簡
に4297

「
…
…
已
爲
國
…
…
」、3191

「
…
…
分
善
惡

□
…
…
」
が
あ
り
、
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。
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●
定
州
漢
簡
佚
文
〈
102
〉

こ
れ
は
分
類
さ
れ
て
い
な
い
簡
だ
が
、
內
容
か
ら
繫
が
り
が
考
え
ら
れ
る
も
の

を
分
け
た
。

0928 
…
…
四
曰
義
、
五
曰
權
、
六
…
…

2256 
…
…
□
其
權
、
守
其
德
、
不
以
蕩
人
□
。・
故
王
人
之
…
…

恐
ら
く0928

の
後
ろ
に
は
「
曰
德
、
…
」
と
續
き
、2256

の
前
に
は
「
□
其

義
」
と
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
銀
雀
山
殘
簡
に0767

「
…
…
□
於
德
□
於

義
得
於
」
が
あ
り
、
順
は
異
な
る
が
「
德
」「
義
」
を
擧
げ
て
い
る
點
で
類
似
し

て
い
る
。

●
『
太
公
兵
法
』
覆
軍
誡
法
〈
126
〉

『
通
典
』
卷
一
四
九
に
「
又
覆
軍
誡
法
曰
、
諸
軍
出
行
、
將
令
百
官
士
卒
曰
、

某
日
出
、
某
門
吏
士
、
不
得
刈
稼
穡
、
伐
樹
木
、
殺
六
畜
、
掠
取
財
物
、
姦
犯
人

婦
女
、
違
令
者
斬
。」
と
あ
り（
19
）、
殘
簡0948 

「
…
…
拔
人
城
郭

人
婦
女
奪
之
六

畜
□
…
…
」
と
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。
孫
同
元
及
び
嚴
可
均
は
い
ず
れ
も
前
の
文

に
「
太
公
曰
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、こ
の
文
を
『
太
公
兵
法
』
の
佚
文
と
し
て
扱
っ

て
い
る
。
殘
簡
は
前
後
が
無
い
の
で
禁
止
事
項
か
ど
う
か
は
定
か
で
は
な
い
が
、

語
句
は
類
似
し
て
い
る
。

こ
の
他
、『
五
行
大
義
』
第
一
七
篇
に
引
か
れ
る
『
太
公
兵
法
』〈
183
〉
が
〔
貳
〕

「
陰
陽
時
令
占
候
之
類
」
11
「
八
風
」
と
關
連
が
あ
る
こ
と
は
旣
に
整
理
小
組
が

指
摘
し
て
い
る（
20
）。

四　

諸
文
獻
間
の
關
係

こ
こ
で
は
、
上
述
の
銀
雀
山
漢
簡
を
含
め
、
諸
文
獻
間
の
關
係
を
述
べ
て
い
き

た
い
。

ま
ず
は
槪
觀
か
ら
述
べ
る
と
、
篇
の
順
序
お
よ
び
韜
の
分
類
な
ど
は
武
經
七
書

本
と
群
書
治
要
本
お
よ
び
敦
煌
本
で
は
些
か
異
な
る
。
群
書
治
要
本
に
は
武
經
七

書
本
の
虎
韜
と
犬
韜
に
重
な
る
も
の
が
無
く
、
ま
た
豹
韜
は
そ
の
名
も
書
か
れ
て

い
な
い
。
こ
れ
は
武
經
七
書
本
の
虎
韜
以
降
の
多
く
は
戰
術
部
分
に
相
當
し
、『
群

書
治
要
』
が
政
治
に
關
す
る
部
分
の
み
を
拔
書
き
し
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。

敦
煌
本
の
現
存
部
分
で
武
經
七
書
本
と
重
な
る
の
は
文
韜
の
み
で（
21
）、
佚
篇
は
群

書
治
要
本
と
重
な
る
部
分
が
多
い
。
定
州
漢
簡
本
も
現
存
す
る
の
は
ほ
と
ん
ど
文

韜
に
屬
す
る
文
で
あ
る
。
武
經
七
書
本
の
虎
韜
・
豹
韜
・
犬
韜
に
屬
す
る
文
は
定

州
漢
簡
・
銀
雀
山
漢
簡
に
は
見
ら
れ
な
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
『
後
漢
書
』
卷
六
九
注
に
「
太
公
六
韜
篇
、第
一
覇
典
、文
論
。

第
二
文
師
、
武
論
。
第
三
龍
韜
、
主
將
。
第
四
虎
韜
、
偏
裨
。
第
五
豹
韜
、
校
尉
。

第
六
犬
韜
、司
馬
。」
と
あ
る
よ
う
に
、武
經
七
書
本
と
は
構
成
の
異
な
る
『
六
韜
』

本
が
複
數
存
在
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

他
書
に
引
用
さ
れ
た
『
六
韜
』
關
連
の
文
を
見
る
と
、『
六
韜
』『
陰
謀
』『
太

公
金
匱
』『
太
公
兵
法
』
の
內
容
は
あ
る
程
度
分
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
重
複
し

て
い
る
部
分
も
あ
る
。
鈴
木
氏
は
先
秦
に
『
六
韜
』
を
含
む
、
太
公
や
殷
周
革
命

に
關
わ
る
說
話
が
ま
と
め
て
『
周
書
』
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
漢
代
は
太
公
に
關
わ

る
部
分
だ
け
が
獨
立
、
別
の
太
公
關
連
の
說
話
と
一
ま
と
ま
り
に
さ
れ
、
成
立
當

初
か
ら
六
朝
期
を
通
し
、
再
編
さ
れ
る
過
程
で
相
互
に
文
が
出
入
り
し
た
の
で
は
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と
推
測
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
の
分
析
通
り
、
表
の
下
の
方
で
武
經
七
書
本
に
無
い

部
分
は
殷
周
革
命
前
後
の
文
王
・
武
王
に
ま
つ
わ
る
說
話
な
ど
が
多
く
、ま
た『
陰

祕
』
等
を
出
典
と
し
た
文
は
占
い
や
ま
じ
な
い
の
類
の
要
素
が
強
く
、
明
ら
か
に

現
行
本
の
『
六
韜
』
と
は
內
容
を
異
に
し
て
い
る
。

以
下
、
個
別
に
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
を
擧
げ
る
。

●
文
韜
―
群
書
治
要
本
の
佚
篇
・
陰
謀
1
〈
5
〉

『
六
韜
』
文
韜
に
屬
す
る
佚
篇
と
『
陰
謀
』
第
一
篇
が
ほ
ぼ
同
じ
內
容
の
異
文

と
な
っ
て
お
り
、い
ず
れ
も
武
經
七
書
本
や
敦
煌
本
に
は
無
い
文
で
あ
る
。『
陰
謀
』

の
方
が
や
や
長
く
、
定
州
漢
簡2279

「
…
…
重
賦
斂
奪
萬
民
、
而
腐
之
於
府
庫
。

所
…
…
」
は
『
陰
謀
』
の
文
「
其
上
不
知
而
重
斂
奪
民
財
物
藏
之
府
庫
、
賢
人
逃

隱
於
山
林
…
…
」
に
類
似
す
る
。

●
文
韜
―
群
書
治
要
本
の
佚
篇
〈
19
〉

こ
の
部
分
は
武
經
七
書
本
に
は
無
い
が
、
敦
煌
本
に
あ
り
、
他
書
に
も
多
く
引

用
さ
れ
て
い
る
。
內
容
は
群
書
治
要
本
よ
り
も
敦
煌
本
の
方
が
や
や
長
く
、
今
こ

こ
に
敦
煌
本
の
全
文
を
擧
げ
る
（
波
線
部
が
群
書
治
要
本
に
は
無
い
部
分
）。

  　

武
王
伐
殷
、
得
二
丈
夫
、
而
問
之
曰
、
殷
國
之
將
亡
、
亦
有
妖
災
乎
。
其
一

人
曰
、
有
之
。
殷
國
常
雨
血
・
雨
灰
・
雨
石
、
小
者
如
雞
子
、
大
者
箕
。
常
六

月
雨
雪
深
丈
餘
。
武
王
曰
、
大
哉
也
。
其
一
人
曰
、
是
非
殷
之
大
妖
也
。
卌
七

章
、
雨
血
灰
、
雨
石
盛
、
夏
雨
雪
、
臣
不
以
妖
災
。
武
王

然
而
問
、
卌
九
章

之
妖
。
對
曰
、
殷
君
喜
射
人
、
喜
以
人
餧
虎
、
喜
剖
人
心
、
喜
殺
孕
婦
、
喜
殺

人
之
父
、
孤
人
之
子
。
殷
君
喜
奪
、
喜
誣
、
喜
禍
、
喜
殺
君
、
以
信
爲
欺
、
欺

者
爲
貞
、
以
忠
爲
不
忠
、
忠
諫
者
死
、
阿
（
諫
）〔
諛
〕
者
賞
、
以
君
子
爲
下
、

少
人
爲
上
、
以
佞
辨
者
爲
相
、
以
女
子
爲
政
、
急
令
異
取
萬
。
萬
人
愁
苦
、
無

安
定
。
殷
君
好
田
獵
罼
戈
、
走
狗
試
馬
、
出
入
不
時
、
不
避
大
風
其
暑
。
殷
君

喜
治
宮
室
、
脩
臺
池
、
日
夜
無
已
、
離
宮
七
十
三
所
、
大
宮
百
里
、
宮
中
有
九

□
。
殷
君
喜
爲
酒
池
肉
林
糟
丘
、
而
牛
飮
者
三
千
人
、
爲
輩
坐
起
金
鼓
、
無
長

幼
之
席
、
貴
賤
之
禮
。
殷
君
喜
聽
讒
用
譽
、
無
功
者
賞
、
無
德
者
富
、
所
愛
專

利
而
擅
令
與
公
家
疑
。
殷
國
無
禮
義
、
無
忠
信
、
無
聖
人
、
無
賢
士
、
無
法
度
、

無
梗
概
、
無
升
解
、
無
尺
丈
、
無
錙
銖
、
無
稱
衡
、
無
功
者
賞
、
有
罪
者
縱
、

無
罪
者
誅
。
此
殷
國
之
大
妖
。
武
王
曰
、
大
哉
。
妖
賞
有
乎
。
對
曰
、
其
餘
可

不
勝
数
、
臣
之
言
不
能
盡
。

有
名
な
「
酒
池
肉
林
」
を
始
め
と
し
て
、
紂
王
の
非
道
惡
行
ぶ
り
を
述
べ
た
文

で
あ
る
。定
州
漢
簡
で
は
、整
理
小
組
が
以
下
の
簡
を
相
當
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

2358 

…
…
□
人
父
、
孤
人
…
…

2343   

…
…
忠
諫
者
死
、
臾
（
諛
）
誢
（
諂
）
者
賞
。
以
君
子
爲
下
、
以
小

人
爲
…
…

2396 

…
…
馬
、
出
入
不
以
時
…
…

2447 

…
…
□
風
□
甚
雨
、
寒
暑
喜
治
宮
室
臺
池
、
日
□
…
…

0586 

…
…
日
夜
久
□
□
□
…
…

0972 
…
…
□
七
十
三
所
、
大
宮
…
…

こ
の
他
、
以
下
の
簡
も
こ
の
篇
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

0304 

…
…
喜
□
不
予
、
而
喜
奪
此
妾
爲
正
（
政
）、
臣
虜
明
□
…
…



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

四
八

0793 

…
…
貴
胥
餘
、
大
宮
室
、
舊
以

（
復
）
多
…
…

『
太
平
御
覽
』
の
引
用
文
で
は
群
書
治
要
本
に
は
無
く
敦
煌
本
に
有
る
部
分
も

引
い
て
お
り
、
敦
煌
本
と
同
系
統
の
テ
キ
ス
ト
を
用
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

本
邦
殘
存
典
籍
で
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
卷
一
二（
22
）に
「
六
韜
曰
」
と
し
て
、

  　

武
王
伐
殷
、
二
大
夫
而
問
之
曰
、
殷
國
之
將
亡
、
亦
有
妖
乎
。
其
一
人
對
曰
、

有
之
。
殷
國
嘗
雨
血
、
雨
灰
、
雨
石
、
嘗
六
月
雨
雪
。
武
王
曰
、
大
哉
、

也
。

其
一
人
對
曰
、
是
非
殷
家
之

、
殷
國
更
有
大

卌
七
章
。

と
、
敦
煌
本
に
あ
る
部
分
を
引
い
て
い
る
。
敦
煌
本
の
文
は
、「
殷
君
」「
殷
國
」

と
複
數
回
主
語
を
繰
り
返
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
す
る
に
、
も
と
は
別
々
に
行

わ
れ
て
い
た
文
を
集
め
て
成
っ
た
章
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

●
武
韜
―
文
啓
篇
〈
24
〉

群
書
治
要
本
は
、
武
經
七
書
本
の
武
韜
第
一
篇
で
あ
る
発
啓
篇
の
一
部
と
文
啓

篇
の
一
部
が
併
せ
ら
れ
、
一
つ
の
篇
と
な
っ
て
い
る
。
武
經
七
書
本
で
そ
れ
ぞ
れ

發
啓
篇
と
文
啓
篇
に
相
當
す
る
文
の
間
に
、
群
書
治
要
本
に
は
「
上
好
貨
、
群
臣

好
得
而
賢
者
逃
伏
、
其
亂
至
矣
。」
と
い
う
文
が
あ
る
の
だ
が
、
定
州
漢
簡
に

2399

「
…
…
□
康
、
不
得
聲
嚴
、
而
行
賢
者
反
佻
伏
…
…
」
と
類
似
す
る
句
を
含

む
文
が
あ
る
。

●
龍
韜
―
農
器
篇
〈
43
〉

『
太
平
御
覽
』
卷
三
三
六
お
よ
び
卷
三
三
九
に
引
く
文
は
「
武
王
問
太
公
曰
、

今
民
吏
未
安
、
賢
者
未
定
、
何
以
安
之
」
と
い
う
武
王
の
問
い
で
始
ま
っ
て
お
り
、

同
じ
く
『
太
平
御
覽
』
卷
三
二
七
に
引
く
『
六
韜
』
佚
文
に
「
武
王
平
殷
還
、
問

太
公
曰
、
今
民
吏
未
安
、
賢
者
未
定
、
何
以
安
之
。
太
公
曰
、
無
故
如
天
如
地
。」、

『
意
林
』
卷
一
お
よ
び
『
太
平
御
覽
』
卷
三
六
六
引
く
『
金
匱
』〈
141
〉
に
、
や
は

り
「
武
王
平
殷
還
、
問
太
公
曰
、
今
民
吏
未
安
、
賢
者
未
定
、
如
何
。
太
公
曰
、

無
故
無
新
、
如
天
如
地
。
…
（
略
）」
と
あ
り
、
問
い
が
同
じ
で
答
え
が
異
な
る

と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
る
。
鈴
木
氏
は
虎
韜
・
豹
韜
に
見
ら
れ
る
、
戰
の
あ

る
狀
況
を
說
明
し
（「
武
王
問
太
公
曰
、
引
兵
深
入
諸
侯
之
地
…
…
」
で
始
ま
る

こ
と
が
多
い
）、
そ
の
對
處
法
を
問
う
形
式
を
「
狀
況
說
明
問
答
」
と
名
付
け
て

い
る
。
戰
で
は
な
い
が
、
こ
れ
も
類
似
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
同
じ
よ
う
な
問
い

に
違
う
內
容
で
答
え
る
と
い
う
問
答
の
例
が
い
く
つ
か
存
在
し
た
の
か
も
し
れ

な
い（
23
）。

●
虎
韜
―
軍
用
篇
〈
45
〉

群
書
治
要
本
・
敦
煌
本
・
定
州
漢
簡
・
銀
雀
山
漢
簡
な
ど
に
は
見
ら
れ
な
い

が
、『
北
堂
書
鈔
』『
太
平
御
覽
』
な
ど
に
多
く
引
用
が
見
ら
れ
、『
六
韜
』
か
ら

の
引
用
で
あ
る
こ
と
が
一
致
し
て
い
る
。
武
經
七
書
本
の
內
容
は
攻
守
の
武
器
・

設
備
な
ど
の
具
體
的
說
明
と
な
っ
て
お
り
、
他
の
篇
と
比
べ
て
も
字
數
が
比
較
的

多
い
篇
で
あ
る
。
恐
ら
く
早
く
か
ら
『
六
韜
』
の
一
部
と
し
て
固
定
し
て
い
た
內

容
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

●
敦
煌
本
の
距
諫
篇
〈
85
〉

武
王
の
問
い
に
太
公
が
答
え
る
形
で
、
桀
・
紂
が
無
理
な
土
木
工
事
を
民
に
強
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い
、
諫
め
た
民
は
殺
さ
れ
、
そ
の
結
果
天
罰
と
し
て
災
害
に
遭
っ
た
と
い
う
說
話

を
語
る
內
容
と
な
っ
て
い
る
。
敦
煌
本
で
は
一
つ
の
篇
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
が
、『
太
平
御
覽
』『
藝
文
類
聚
』
な
ど
で
は
桀
・
紂
そ
れ
ぞ
れ
の
說
話
と
し
て

引
用
さ
れ
て
お
り
、
異
文
も
多
い
。
出
典
も
『
六
韜
』『
金
匱
』『
陰
符
』
と
樣
々

で
あ
る
。
定
州
漢
簡
で
は2222

「
…
…
□
鬼
不
鄕
（
香
）、
天
必
降
央
（
殃
）、

風
雨
不
時
、
□
□
不
□
…
…
」
が
關
連
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

●
銀
雀
山
漢
簡
10
〈
86
〉

こ
れ
も
說
話
と
な
っ
て
お
り
、
武
王
が
殷
を
討
と
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
次
々
と

不
吉
な
こ
と
が
起
り
、止
め
よ
と
諫
め
る
者
（
散
宜
生
あ
る
い
は
周
公
）
に
對
し
、

太
公
が
吉
祥
と
と
ら
え
て
說
得
、
つ
い
に
殷
に
克
つ
と
い
う
內
容
で
あ
る
。
銀
雀

山
漢
簡
整
理
小
組
は
簡
番
號721

〜737

ま
で
を
『
太
平
御
覽
』
な
ど
に
引
く
逸

話
の
異
文
と
し
、
以
下
の
簡
は
こ
の
篇
に
關
連
の
あ
る
も
の
と
し
て
い
る
。

738a 

…
…
三
年
而
天
下
…
…

738b 

…
…
二
垂
歸
之
、
□
□
…
…

739   

…
…
曰
、
吾
聞
宿
善
者
不
□
（『
釋
文
』
で
は
「
至
」）、
且
日
不
足

…
…

740 

…
…
之
佝
。
凡
受
之
所
佝
刑

741 

…
…
□
□
□
殷
民
□

742 

…
…
□
箕
子
…
…

743 

…
…
行
般
（
盤
）
庚
之
正
（
政
）、
使
人
人
里
其
里
、
田
其
田
、
□

744 

…
…
後
嗣
、
周
有
天
下
以
爲
冢
社
。

（
允
）
才
（
哉
）。
日
不
足
。 

　
　
　
　

・
葆
啟

744

の
末
尾
に
あ
る
「
葆
啟
」
は
章
題
か
と
思
わ
れ
る
が
、
內
容
は
定
か
で
は

な
い（
24
）。
殘
簡
で
「
葆
」
の
字
が
書
か
れ
た
簡
は
、
以
下
の
三
つ
が
有
る
。

1408 

…
…
國
有
二
朞
（
葆
）
三

（
德
）
四
利
五
□
…
…

1469 

…
…
則
□
焉
入
竟
（
境
）
而
不
葆
則
就

4398 

所
葆
則
…
…

ま
た
內
容
か
ら
關
連
の
あ
り
そ
う
な
も
の
は
、

2410 

…
…
周
君
崩
嗣
君
疑
其
弟
…
…

3075 

…
…
帝
崩
嗣
□
…
…

　

が
有
る
。

整
理
小
組
は
『
史
記
』
殷
本
紀
の
文
「
周
武
王
遂
斬
紂
頭
、縣
之
〔
大
〕
白
旗
。

殺
妲
己
。
釋
箕
子
之
囚
、
封
比
干
之
墓
、
表
商
容
之
閭
。
封
紂
子
武
庚
・
祿
父
、

以
續
殷
祀
、
令
修
行
盤
庚
之
政
。
殷
民
大
說
。」
と741

〜743

の
內
容
が
近
い

と
し
て
い
る
。
定
州
漢
簡
に
は2224

「
…
…
王
般
（
盤
）
庚
之
正
。
武
王
曰
、

于
呼
般
…
…
」
が
有
り
、
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。

●
群
書
治
要
本
の
『
陰
謀
』
第
四
篇
〈
94
〉

こ
の
篇
は
武
王
が
「
五
帝
之
戒
」
を
問
い
、
太
公
が
黃
帝
・
堯
・
舜
・
禹
・
湯

の
〝
居
民
之
上
〞
の
姿
勢
を
答
え
た
も
の
で
あ
る
。
諸
書
に
多
く
引
か
れ
て
い
る

が
、
い
ず
れ
も
出
典
は
『
太
公
金
匱
』
で
、
一
致
し
て
い
る
。

●
定
州
漢
簡
「
第
十
三　

舜
伐
有
苗
武
」〈
99
〉

定
州
漢
簡
整
理
小
組
は
、
以
下
の
簡
が
こ
の
篇
に
相
當
す
る
と
し
て
い
る
。

0745 

…
…
□
曰
、
吾
聞
有
苗
雨
血
沾
朝
衣
、
是
非
有
苗
…
…



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

五
〇

1175 

…
…
有
苗
月
蝕
日
斷
、
三
日
不
解
、
是
非
□
…
…

2228 

有
苗
三
日
不
見
日
、
是
非
有
苗
之
□
耶
。
對
…
…

0302 
…
…
□
曰
、
然
則
有
苗
何
以
亡
。
對
曰
、
有
…
…

1040 
…
…
有
苗
是
謂
所
…
…

有
苗
征
伐
に
つ
い
て
の
話
は
『
墨
子
』
卷
四
・
五
な
ど
に
見
え
る（
25
）。
諸
書
の
引

用
で
は
『
文
選
』
卷
二
〇
應
詔
「
樂
遊
苑
餞
呂
僧
珍
詩
」
注
な
ど
に
「
堯
與
有
苗（
26
）

戰
于
丹
水
之
浦
」
と
あ
る
他
、『
開
元
占
經（
27
）』
卷
三
が
引
く
『
太
公
金
匱
』
の
文

に
「
唐
帝
克
有
苗
、
問
人
曰
、
吾
聞
有
苗
時
、
天
雨
血
沾
衣
、
有
此
妖
乎
。
人
曰
、

非
妖
也
。
有
苗
誅
諫
者
、
尊
無
功
、
退
有
能
、
遇
人
如
仇
、
故
亡
耳
。」、
同
じ
く

卷
六
引
く
『
金
匱
』
に
「
三
苗
時
有
日
鬥
也
」、『
太
平
御
覽
』
卷
四
引
く
『
金
匱
』

に
「
三
苗
之
時
三
月
不
見
日
」
と
あ
り
、
定
州
漢
簡
の
文
に
近
い
。
本
邦
殘
存
典

籍
で
は
『
天
地
瑞
祥
志
』
卷
十
七
に
「
堯
克
有
苗
々
民
時
而
血
沾
衣
、
有
此
妖
手

（
乎
）。
一
臣
曰
、
非
妖
之
大
、
且
有
苗
誅
諫
者
、
尊
元
（
无
）
功
、
退
有
能
、
遇

民
如
仇
、
故
亡
耳
。」
と
あ
り
、
定
州
漢
簡
と
近
い
が
「
堯
」
と
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
『
文
選
』
な
ど
に
引
く
文
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
も
類
似
す
る
說
話
で
人
物

が
異
な
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
ろ
う
。

●
『
五
行
大
義
』
卷
五
第
二
十
二
論
諸
官
引
く
佚
篇
〈
101
〉

こ
の
文
は
「
太
公
曰
」
で
始
ま
っ
て
お
り
、『
本
邦
殘
存
典
籍
』
で
は
『
太
公

兵
法
』
か
ら
の
引
用
と
し
て
い
る
。
前
半
部
分
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る（
28
）。

  　

太
公
曰
、
太
師
者
、
心
腹
之
臣
、
所
使
是
人
之
英
、
故
曰
前
疑
、
常
立
於
前
、

決
疑
事
也
。
太
史
者
、
耳
目
之
臣
、
所
使
視
聽
、
是
人
之
後
、
故
曰
後
承
、
常

立
於
後
、
承
主
之
過
、
取
驗
於
天
。
太
傅
者
、
爪
牙
之
臣
、
所
使
守
衛
、
是
人

之
傑
、故
曰
左
輔
、輔
人
主
缺
事
、立
於
左
、拒
君
之
難
。
太
保
者
、羽
翼
之
臣
、

所
使
察
伺
、
是
人
之
警
、
故
曰
右
弼
、
常
立
於
右
、
弼
人
主
之
邪
。
四
輔
旣
立
、

王
者
安
而
無
爲
、
百
姓
濟
而
無
害
。
若
四
輔
不
具
、
猶
格
虎
無
備
、
濟
河
無
舟
。

…
…
（
以
下
略
）

『
後
漢
書
』
卷
八
九
お
よ
び
『
文
選
』
卷
一
五
に
記
載
す
る
張
衡
「
思
玄
賦
」

注
に
引
く
『
周
書
陰
符
』
に
「
四
輔
不
存
、
若
濟
河
無
舟
矣
。」
と
あ
る
。
定
州

漢
簡
で
は
以
下
の
簡
と
の
關
連
が
考
え
ら
れ
る
。

0209 

…
…
之
□
比
爲
腹
心
之
臣
、
王
不
事
而
不
□
…
…

0555 

…
…
□
翼
之
臣
、
所
…
…

0241 

…
…
臣
有
羽
翼
…
…

●
定
州
漢
簡
佚
文
〈
103
〉

篇
題
は
不
明
だ
が
、
整
理
小
組
は2264

「
…
…
質
子
於
殷
、
周
文
王
使
伯
邑

巧
（
考
）
…
…
」、2263

「
…
…
死
、
有
詔
必
王
食
其
肉
、
□
免
其
血
。
文
王
食

其
肉
、
□
免
其
…
…
」
を
、
殷
に
人
質
に
取
ら
れ
た
周
の
文
王
の
息
子
伯
邑
考
が

煮
ら
れ
、
紂
王
が
そ
の
羹
を
文
王
に
食
べ
さ
せ
た
と
い
う
逸
話
に
關
連
し
た
も
の

だ
と
し
て
い
る
。『
太
平
御
覽
』
卷
六
四
二
引
く
『
太
公
金
匱
』
に
「
文
王
問
太

公
曰
、
天
下
失
道
、
忠
諫
者
死
、
予
子
伯
邑
考
爲
王
僕
御
、
無
故
烹
之
、
囚
予
於

羑
里
、
以
其
羹
歠
予
。」
と
い
う
文
が
あ
る
。
こ
の
話
は
『
史
記
』
殷
本
紀
の
正

義
に
引
く
『
帝
王
世
紀
』
に
「
囚
文
王
、
文
王
之
長
子
曰
伯
邑
考
質
於
殷
、
爲
紂

御
、
紂
烹
爲
羹
、
賜
文
王
曰
、
聖
人
當
不
食
其
子
羹
。
文
王
食
之
。
紂
曰
、
誰
謂



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
八
號

五
一

西
伯
聖
者
。
食
其
子
羹
尙
不
知
也
。」
と
見
え
る
。
定
州
漢
簡
の
方
が
よ
り
詳
し

い
描
寫
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、『
太
平
御
覽
』
の
方
は
こ
の
逸
話
を
問
答
形
式

の
中
に
組
み
込
ん
だ
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

●
諸
書
引
く
『
金
匱
』『
陰
謀
』
佚
文
〈
156
〉
〜
〈
166
〉

こ
れ
ら
は
皆
、
武
王
が
劒
・
車
な
ど
の
物
に
戒
め
を
書
き
つ
け
る
、
あ
る
い
は

銘
ず
と
い
う
內
容
の
文
で
あ
る
。『
大
戴
禮
記
』
武
王
踐

篇
に
こ
れ
ら
の
文
が

見
え
、『
上
海
博
物
館
藏
戰
國
楚
竹
書
』（
七
）
收
錄
の
「
武
王
踐

」
に
も
ほ
ぼ

同
じ
內
容
が
見
ら
れ
る（
29
）こ
と
か
ら
、
戰
國
時
代
に
は
旣
に
定
ま
っ
て
い
た
武
王

踐

篇
の
同
文
・
異
文
が
多
く
存
在
し
、『
金
匱
』『
陰
謀
』
な
ど
に
も
收
錄
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る（
30
）。

●
『
初
學
記
』『
太
平
御
覽
』
引
く
『
周
書
陰
符
』〈
174
〉

『
初
學
記
』
卷
一
七
お
よ
び
『
太
平
御
覽
』
卷
四
〇
二
が
引
く
『
周
書
陰
符
』

の
文
に
「
凡
治
國
有
三
常
、
一
曰
君
以
擧
賢
爲
常
、
二
曰
官
以
任
賢
爲
常
、
三
曰

士
以
敬
賢
爲
常
。
夫
然
、
雖
百
代
可
知
也
。」
と
あ
り
、
擧
賢
に
つ
い
て
述
べ
る

と
こ
ろ
は
文
韜
と
類
似
し
て
い
る
。
定
州
漢
簡
に
は
內
容
は
異
な
る
が
、2250

「
…
…
官
以
治
爲
常
、
三
曰
士
以
修
身
爲
常
、
四
曰
…
…
」
と
「
爲
常
」
の
形
式

が
似
た
文
が
あ
り
、
表
で
關
連
の
あ
る
も
の
と
し
て
入
れ
た
。

●
諸
書
引
く
『
太
公
兵
法
』〈
190
〉
〜
〈
195
〉

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
刀
・
弓
・
弩
・
箭
・
戟
・
矛
の
神
の
名
を
擧
げ
た
短
い
文

で
あ
る
。『
六
韜
』
關
連
で
は
な
い
が
、『
天
地
瑞
祥
志
』
卷
一
四
に
引
く
梁
元
帝

『
玉
韜（
31
）』
に
、

弩
神
名
遠
望
、
字
強
張
、
張
星
主
之
。
弓
神
名
曲
張
、
五
星
主
之
。
矢
神
名

續
長
、
熒
惑
主
之
。
步
收
神
名
大
倉
、
刀
神
名
脫
光
、
虛
星
主
之
。
劒
神
名
飛

揚
、角
星
主
之
。

神
名
食
𠋡
、矛
神
名
食
羊
、角
星
主
之
。
戟
神
名
大
將
、商
・

參
星
主
之
、

神
名
公
長
、
相
神
名
鄭　
（
一
文
字
空
白
）
杖
神
名
防
皇
、
右

五
兵
之
神
名
、
當
誦
有
驗
首
。
旲
（「
吳
」
の
誤
り
か
）
時
使
兵
七
千
人
誦
、

未
過
兵
傷
也
。

と
い
う
文
が
あ
り
、矛
神
の
名
が
『
北
堂
書
鈔
』『
太
平
御
覽
』
に
引
く
文
で
は
「
跌

（
御
覽
は
「
趺
」）
蹌
」
と
さ
れ
て
い
る
の
と
異
な
る
以
外
は
同
じ
（
傍
線
部
）
で

あ
る
。
恐
ら
く
も
と
は
俗
說
で
、『
玉
韜
』
の
よ
う
な
文
が
『
太
公
兵
法
』
に
も

存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

五　

結
語

今
回
は
銀
雀
山
漢
簡
と
の
關
連
を
中
心
に
し
て
、『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
の

關
係
を
見
て
き
た
が
、
氣
が
付
い
た
點
を
書
き
出
し
て
結
び
と
し
た
い
。

（
一
）
異
文
が
多
く
存
在
す
る

今
回
異
文
を
集
め
て
み
た
と
こ
ろ
、
特
に
說
話
の
よ
う
な
も
の
に
は
多
く
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
樣
々
な
形
で
傳
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え
る
。

恐
ら
く
口
傳
な
ど
で
別
々
に
傳
え
ら
れ
て
き
た
俗
說
を
も
と
に
し
た
た
め
で
あ
ろ

う
。
加
え
て
、
引
用
文
の
場
合
は
、
性
質
上
必
ず
し
も
原
典
ど
お
り
に
引
か
れ
て

い
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
點
を
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
實
際
、『
北



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

五
二

堂
書
鈔
』『
太
平
御
覽
』
な
ど
は
同
じ
文
を
引
い
て
い
て
も
異
な
っ
て
い
る
場
合

が
あ
る
。

た
だ
、
古
く
か
ら
異
文
が
何
種
類
か
存
在
し
た
可
能
性
も
勿
論
否
め
な
い
。
こ

れ
は
近
年
の
出
土
文
獻
に
も
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
だ
が
、
例
え
ば
馬
王
堆
帛
書
の

『
老
子
』
に
甲
・
乙
二
種
類
が
あ
り
、
銀
雀
山
漢
簡
『
孫
子
』
の
形
篇
に
も
ほ
ぼ

同
じ
文
だ
と
思
わ
れ
る
甲
・
乙
二
種
類
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

〔
貮
〕
の
「
論
政
論
兵
之
類
」
の
中
に
も
、
例
え
ば
9
「
觀

」
篇
は

1083 

…
…
觀

（
卑
）

1084a 

有
國
之
觀

（
卑
）。
一
也
、
不
見
亡
地
。
二
…
…

1084b 

…
…
也
、
不
見
亡
理
。
三
…
…

1084c 

…
…
也
、
不
見
將
亡
之
…
…

1085a 

…
…
國
。
四
也
、
不
見
忘
民
之
國
。
五
也
、
不
見
…
…

1085b 

…
…
不
見
危
國
。
七
也
、

1086 

不
見
亡
國
。
八
也
、
不
見
失
俗
之
…
…

1087 

有
國
之
觀

（
卑
）。
一
也
、
不
見
自
忘
忘
國
之
理
。

1088 

二
曰
不
見
自
危
危
國
之
理
。

と
な
っ
て
お
り
、1083

〜1086

と
同
じ
內
容
の
異
文1087

・1088

が
見
つ
か
っ

て
い
る
。
31
「
患
之
」
篇
に
も1273a

「
二
患
…
…
」1273b

「
…
…
曰
有
國
兵

…
…
」
と1278

「
二
患
曰
有
國
兵
…
…
」
の
よ
う
に
同
じ
文
の
簡
が
あ
る
。

（
二
）
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
章
が
一
つ
の
篇
に
な
っ
て
い
る

上
述
の
文
韜
佚
篇
〈
13
〉、
龍
韜
論
將
篇
〈
29
〉
の
よ
う
に
、
も
と
は
（
或
い

は
も
と
も
と
同
じ
篇
で
一
時
期
）
別
々
に
行
わ
れ
て
い
た
痕
跡
が
見
ら
れ
る
も
の

が
あ
る
。
ま
た
、『
說
苑
』
收
錄
の
佚
篇
〈
96
〉
の
と
こ
ろ
で
擧
げ
た
よ
う
に
、

人
物
を
置
き
換
え
た
類
似
內
容
の
問
答
が
複
數
存
在
す
る
と
い
う
の
も
成
書
過
程

を
考
え
る
上
で
注
目
す
べ
き
點
で
あ
る
。

以
上
、
銀
雀
山
殘
簡
整
理
の
試
み
と
し
て
、『
六
韜
』
お
よ
び
太
公
に
關
連
す

る
書
が
出
典
に
な
っ
て
い
る
文
の
み
集
め
て
比
較
檢
討
し
て
み
た
。
但
し
、
佚
文

お
よ
び
殘
簡
の
檢
索
に
つ
い
て
は
、
遺
漏
も
あ
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

や
は
り
殘
簡
の
圖
版
が
公
開
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
推
測
の
域
を
出
な
い
の
は
遺

憾
で
あ
る
。
し
か
し
旣
に
整
理
さ
れ
て
い
る
〔
貳
〕
の
諸
篇
と
の
關
連
を
通
じ
て
、

『
六
韜
』
成
書
過
程
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、銀
雀
山
漢
簡
の
中
に
多
く
『
六

韜
』
關
連
の
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
推
測
で
き
た
。
今
後
は
さ
ら
に
『
孫
子
』

な
ど
、
同
じ
く
銀
雀
山
漢
簡
で
見
つ
か
っ
て
い
る
書
な
ど
に
つ
い
て
、
佚
文
と
の

關
連
を
廣
く
考
察
し
て
ゆ
く
豫
定
で
あ
る
。

さ
ら
に
、『
六
韜
』
の
成
書
に
つ
い
て
は
、
今
後
他
書
と
の
關
連
も
檢
討
す
る

必
要
が
あ
ろ
う
。
說
話
部
分
な
ど
は
上
述
の
『
史
記
』
殷
本
紀
を
は
じ
め
、『
逸

周
書
』
な
ど
と
の
關
連
も
指
摘
さ
れ
て
い
る（
32
）。
そ
れ
に
つ
い
て
は
ま
た
別
の
機

會
に
行
う
こ
と
と
し
た
い
。

注（
1
）
山
東
省
博
物
館
・
臨
沂
文
物
組
「
山
東
臨
沂
西
漢
墓
發
現
《
孫
子
兵
法
》
和
《
孫

臏
兵
法
》
等
竹
簡
的
簡
報
」（『
文
物
』
二
一
三
號
、
一
九
七
四
年
第
二
期
）
に
拠
る
。

（
2
）
拙
文
「『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
〔
貳
〕』
と
『
銀
雀
山
漢
簡
釋
文
』
の
相
違
」（『
立
命

館
大
學
白
川
靜
記
念
東
洋
文
字
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
五
號
、
二
〇
一
〇
年
六
月
）

（
3
）『
隋
書
』
經
籍
志
に
は
、
以
下
の
書
名
が
錄
さ
れ
て
い
る
。

　
　

太
公
六
韜
五
卷
梁
六
卷
。
周
文
王
師
姜
望
撰
。

　
　

太
公
陰
謀
一
卷
梁
六
卷
。
梁
又
有
太
公
陰
謀
三
卷
、
魏
武
帝
解
。

　
　

太
公
陰
符
鈐
錄
一
卷



立
命
館
白
川
靜
記
念
東
洋

字

化
硏
究
所
紀
要　

第
八
號

五
三

　
　

太
公
金
匱
二
卷

　
　

太
公
兵
法
二
卷
梁
三
卷
。

　
　

太
公
兵
法
六
卷　

梁
有
太
公
雜
兵
書
六
卷
。

　
　

太
公
伏
符
陰
陽
謀
一
卷

　
　

黃
帝
兵
法
孤
虛
雜
記
一
卷

　
　

太
公
三
宮
兵
法
一
卷　

梁
有
太
一
三
宮
兵
法
立
成
圖
二
卷
。

　
　

太
公
書
禁
忌
立
成
集
二
卷

　
　

太
公
枕
中
記
一
卷

　
　

周
書
陰
符
九
卷

　
　

周
呂
書
一
卷

（
4
）
鄕
原
氏
は
銀
雀
山
漢
簡
本
・
定
州
漢
簡
本
お
よ
び
諸
佚
篇
を
比
較
考
證
、
定
州
漢

簡
が
『
漢
書
』
藝
文
志
に
記
す
『
太
公
』
の
う
ち
言
七
十
一
篇
と
、
銀
雀
山
漢
簡
が
謀

八
十
一
篇
・
兵
八
十
五
篇
と
の
關
連
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。
服
部
氏
は『
後
漢
書
』

注
に
引
く
『
六
韜
』
の
構
成
に
注
目
し
、引
用
文
に
見
ら
れ
る
『
太
公
六
韜
』
と
『
六
韜
』

を
分
け
て
〝
初
期
本
〞
を
推
定
し
て
い
る
。
鈴
木
氏
は
よ
り
多
く
の
出
土
資
料
を
使
用

し
、
佚
篇
を
分
類
し
精
密
な
考
證
を
行
っ
て
い
る
。
本
論
文
で
は
特
に
鈴
木
氏
の
研
究

を
參
考
に
し
た
。

（
5
）
こ
の
他
、
出
土
文
獻
と
し
て
墨
水
城
出
土
西
夏
語
譯
本
殘
卷
が
あ
る
が
、
今
回
は

使
用
し
な
か
っ
た
。

（
6
）
周
鳳
五
氏
は
「
一
」
を
冠
す
る
も
の
は
も
と
も
と
節
題
で
あ
り
、
或
い
は
抄
寫
し

た
者
が
誤
っ
て
篇
題
に
も
つ
け
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
說
を
出
し
て
い

る
。（「
敦
煌
唐
寫
本
六
韜
殘
卷
校
勘
記
」『
第
一
屆
國
際
唐
代
學
術
會
議
論
文
集
』所
收
、

中
華
民
國
唐
代
學
者
聯
誼
會
、
一
九
八
八
年
二
月
）

（
7
）
他
に
汪
宗
沂
『
太
公
兵
法
逸
文
』
が
あ
る
が
、『
六
韜
』『
金
匱
』『
三
略
』
な
ど
を

す
べ
て
併
せ
て
引
用
し
て
い
る
た
め
今
回
は
使
用
し
な
か
っ
た
。
ま
た
『
古
佚
書
輯
本

目
錄
』
に
は
顧
觀
光
『
太
公
六
韜
逸
文
』
が
錄
さ
れ
て
い
る
が
、
上
海
博
物
館
所
藏
の

稿
本
で
あ
り
出
版
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
殘
念
な
が
ら
今
回
は
未
見
。

（
8
）『
北
堂
書
鈔
』
の
テ
キ
ス
ト
は
文
海
出
版
社
の
光
緖
十
四
年
序
刊
影
印
本
を
、『
太

平
御
覽
』
は
四
部
叢
刊
三
編
の
靜
嘉
堂
文
庫
藏
宋
本
を
使
用
し
た
。

（
9
）
以
下
、
銀
雀
山
殘
簡
の
數
字
は
『
銀
雀
山
漢
簡
釋
文
』
に
據
る
。

（
10
）
以
下
、『
銀
雀
山
漢
墓
竹
簡
』〔
壹
〕〔
貳
〕
に
記
載
の
あ
る
も
の
は
、
數
字
は
同
書

記
載
の
簡
番
號
を
指
す
。
ａ
ｂ
ｃ
は
同
じ
簡
の
斷
片
を
指
し
、
筆
者
が
圖
版
等
を
も
と

に
文
を
分
け
た
。
釋
文
も
同
書
に
據
る
が
、
一
部
句
讀
點
を
改
め
た
。

（
11
）
周
鳳
五
氏
お
よ
び
盛
冬
鈴
氏
は
【
利
人
】【
大
失
】
と
も
に
「
文
王
曰
、
戒
哉
。」
よ

り
後
の
文
は
後
人
の
附
加
で
あ
り
、
本
文
で
は
な
い
と
し
て
い
る
。

（
12
）
以
下
、
定
州
漢
簡
の
簡
番
號
と
釋
文
は
「
定
州
西
漢
中
山
懷
王
墓
竹
簡
《
六
韜
》
釋

文
及
校
注
」
に
據
る
。
但
し
、
簡
體
字
を
繁
體
字
に
改
め
、
他
の
文
と
合
わ
せ
て
一
部

句
讀
點
を
改
め
た
。

（
13
）「
二
」
は
簡
に
書
か
れ
て
い
た
、
重
複
を
示
す
記
號
で
あ
る
。

（
14
）『
本
邦
殘
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
で
は
、
京
城
大
學
法
學
部
影
印
高
麗
藏

經
本
を
使
用
し
た
と
あ
る
。
徐
時
儀
校
注
・
畢
慧
玉
ほ
か
助
校
『
一
切
經
音
義
三
種
校

本
合
刊
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、二
〇
〇
八
年
）
に
據
る
と
、卷
三
「
偏
黨
」
の
條
に
「
友

謂
之
朋
、
朋
謂
之
黨
」、
卷
六
「
朋
黨
」
の
條
に
「
友
之
友
謂
之
朋
、
朋
之
朋
謂
之
黨
」、

卷
七
「
朋
侶
」
の
條
に
「
黍
之
朋
謂
之
朋
、
朋
之
蕎
謂
之
黨
」
と
あ
る
。

（
15
）
嚴
可
均
は
出
典
を
示
し
て
い
な
い
が
、『
說
苑
』
君
道
篇
に
見
ら
れ
る
。

（
16
）0876

は
「
定
州
西
漢
中
山
懷
王
墓
竹
簡
《
六
韜
》
釋
文
及
校
注
」
の
釋
文
に
は
收

錄
さ
れ
て
い
な
い
が
、

本
に
は
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
で
入
れ
た
。

（
17
）
但
し
、
同
じ
篇
に
屬
す
る
で
あ
ろ
う
簡
は
ま
と
め
て
排
し
て
あ
る
。
ま
た
同
じ
『
文

物
』
總
五
四
〇
期
記
載
の
「
定
州
西
漢
中
山
懷
王
墓
竹
簡
《
六
韜
》
的
整
理
及
其
意
義
」

に
お
い
て
そ
の
關
連
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
の
で
、
參
考
に
し
た
。

（
18
）
嚴
可
均
は
出
典
を
「
續
漢
郡
國
志
五
注
」
と
し
て
い
る
。

（
19
）『
通
典
』
は
中
華
書
局
（
二
〇
〇
三
年
）
の
校
點
本
を
使
用
し
た
。
な
お
、
長
澤
規

矩
也
・
尾
崎
康
編
『
通
典　

北
宋
版
』（
宮
内
廳
書
陵
部
藏
の
複
製
、
汲
古
書
院
、

一
九
八
〇
〜
八
一
年
）
で
は
、「
覆
軍
誡
法
」
が
「
覆
軍
城0

法
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
20
）〔
貳
〕
で
は
『
五
行
大
義
』
引
く
『
太
公
兵
法
』
と
李
淳
風
『
乙
巳
占
』
に
見
え
る

八
風
を
比
較
し
、
お
お
よ
そ
符
合
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
21
）
周
鳳
五
氏
は
、
敦
煌
本
は
す
べ
て
文
韜
と
し
て
い
る
（
前
掲
注
6
の
論
文
に
據
る
）。

（
22
）『
天
地
瑞
祥
志
』
は
『
日
本
國
見
在
書
目
錄
』
に
も
見
ら
れ
、早
く
か
ら
日
本
に
入
っ

て
き
た
書
で
あ
る
。
本
文
は
高
柯
立
選
編
『
稀
見
唐
代
天
文
史
料
三
種
』（
國
家
圖
書

館
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
所
收
の
京
都
大
學
人
文
研
究
所
所
藏
昭
和
七
年
鈔
本
影
印

を
參
考
に
し
た
。
こ
れ
は
、『
本
邦
殘
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
で
使
用
さ
れ

て
い
る
「
本
所
影
寫
前
田
尊
經
閣
藏
舊
鈔
本
」
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
水
口
幹
記
氏
・

陳
小
法
氏
「
日
本
所
藏
唐
代
佚
書
『
天
地
瑞
祥
志
』
略
述
」（『
文
獻
』
浙
江
工
商
大
學

日
本
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
七
年
第
一
期
）
に
よ
れ
ば
、
前
田
尊
經
閣
藏
舊
鈔
本
と
比

較
し
て
や
や
誤
寫
等
が
見
ら
れ
る
と
い
う
。

（
23
）
鈴
木
氏
は
「
狀
況
說
明
問
答
」
に
つ
い
て
、
他
の
部
分
と
異
な
る
由
來
を
も
つ
文

で
あ
り
、『
墨
子
』
や
銀
雀
山
漢
簡
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
漢
代
以
前
に
も
一
定

の
流
行
を
し
た
形
式
で
は
な
い
か
と
し
て
い
る
。

（
24
）
整
理
小
組
は
武
韜
の
「
發
啓
」「
文
啓
」
な
ど
に
類
す
る
篇
題
だ
と
し
て
い
る
。

（
25
）『
墨
子
』
卷
四
に
「
雖
禹
誓
卽
亦
猶
是
也
。
…
…
（
中
略
）
…
…
蠢
兹
有
苗
、
用
天

之
罰
。
若
予
旣
率
爾
羣
對
諸
羣
、
以
征
有
苗
。
禹
之
征
有
苗
也
、
非
以
求
重
富
貴
、
干

福
祿
、
樂
耳
目
也
。」、
卷
五
に
「
昔
者
禹
征
有
苗
、
湯
伐
桀
、
武
王
伐
紂
。
此
皆
立
爲



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

五
四

聖
王
、
是
何
故
也
。
子
墨
子
曰
、
子
未
察
吾
言
之
類
、
未
明
其
故
者
也
。
彼
非
所
謂
攻
、

謂
誅
也
。
昔
者
有
三
苗
大
亂
、天
命

之
。
日
妖
宵
出
、雨
血
三
朝
、龍
生
廟
、大
（
犬
）

哭
乎
市
、
夏
氷
地

及
泉
、
五

變
化
、
民
乃
大
振
。
高
陽
乃
命
〔
禹
於
〕
玄
宫
。
禹

親
把
天
之
瑞
令
、
以
征
有
苗
。
四
雷
誘
祗
、
有
神
人
面
鳥
身
、
若
瑾
以
侍
、

矢
有
苗

之
祥
。
苗
師
大
亂
、
后
乃
遂
㡬
。
禹
既
已
克
有
三
苗
、
焉
磨
爲
山
川
、

物
上
下
、
卿

制
大
極
、
而
神
民
不
違
、
天
下
乃
靜
。
則
此
禹
之
所
以
征
有
苗
也
」
と
あ
る
。
禹
の
有

苗
征
伐
に
つ
い
て
は
『
尙
書
』
大
禹
謨
に
も
あ
る
が
、
後
人
の
僞
作
と
さ
れ
て
お
り
、

池
田
末
利
氏
は
『
尙
書
』（
全
釋
漢
文
大
系
11
、
集
英
社
、
昭
和
五
十
一
年
）
に
於
い

て
諸
說
を
ま
と
め
て
い
る
。

（
26
）『
太
平
御
覽
』
卷
六
三
は
「
有
扈
」
と
し
て
い
る
が
誤
り
で
あ
ろ
う
。

（
27
）『
開
元
占
經
』
は
四
庫
全
書
本
を
使
用
し
た
。

（
28
）
本
文
は
中
村
璋
八
『
五
行
大
義
校
註
』
增
訂
版
（
汲
古
書
院
、
平
成
一
〇
年
）
を

參
考
に
し
た
。『
本
邦
殘
存
典
籍
に
よ
る
輯
佚
資
料
集
成
』
で
は
、
佚
存
叢
書
本
お
よ

び
高
木
氏
影
印
三
寶
院
藏
鈔
本
を
使
用
し
た
と
あ
る
。

（
29
）
黃
武
智
氏
「
上
博
楚
簡
〈
武
王
踐

〉
及
傳
世
本
《
大
戴
禮
記
·
武
王
踐

》
對
讀
」

（
簡
帛
研
究
網
、http://w

w
w
.jianbo.org/20131213/

上
博
楚
簡
〈
武
王
踐

〉
及

傳
世
本
《
大
戴
禮
記
．
武
王
踐

》
對
讀.pdf
、
二
〇
一
三
年
十
二
月
）
に
據
る
。

（
30
）
な
お
こ
れ
ら
の
文
に
つ
い
て
、
王
應
麟
は
「
踐

篇
集
解
」
を
記
し
た
の
ち
「
蔡

邕
銘
論
謂
、
武
王
踐

、
咨
于
太
師
、
作
席
・
几
・
楹
杖
・
器
械
之
銘
十
有
八
章
。
參

考
金
匱
・
陰
謀
之
書
、
則
不
止
於
十
八
章
矣
。
書
於
篇
後
、
俾
好
古
者
有
考
。」（『
困

學
紀
聞
』
卷
五
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
31
）『
玉
韜
』
は
『
隋
書
』
經
籍
志
に
錄
せ
ら
れ
て
い
る
。

（
32
）
敦
煌
本
の
佚
篇
〈
83
〉
は
『
逸
周
書
』
史
記
解
と
類
似
し
て
い
る
。
ま
た
、
楊
朝

明
氏
は
「

于
《
六
韬
》
成
书
的
文
献
学
考
察
」（『
中
國
文
化
研
究
』、北
京
語
言
大
學
、

二
〇
〇
二
年
第
一
期
）
で
『
六
韜
』
と
『
逸
周
書
』
の
類
似
點
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
。

鈴
木
氏
は
『
逸
周
書
』
と
『
六
韜
』
の
關
係
に
つ
い
て
、『
六
韜
』
の
テ
キ
ス
ト
は
『
逸

周
書
』
の
最
古
層
の
テ
キ
ス
ト
ま
で
遡
れ
る
ほ
ど
は
古
い
も
の
で
は
な
く
、
敍
述
形
式

に
も
差
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
、
殷
周
革
命
前
後
に
關
わ
る
說
話
な
ど
を
集
め
た
原
「
周

書
」
か
ら
太
公
を
主
人
公
と
す
る
テ
キ
ス
ト
が
切
り
離
さ
れ
、
そ
れ
が
『
太
公
』
と
な

り
現
在
の
『
六
韜
』
文
韜
・
武
韜
の
中
に
傳
わ
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
と
し
て
い

る
。

（
立
命
館
大
學

學
部
准
敎
授
）
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五
五

『六韜』諸テキスト・佚文の關係
凡例：  武經七書本の構成を基準として、同文・異文を同じ行に配した。武經七書に相當するものが無い佚篇につい

ては、内容の近いもの別に任意に配した。
　　　紙幅の都合により篇の文または引用文は省略し、篇題および引用文を記載する書名のみを擧げた。
　　　  出典については『金匱』とあるものは『太公金匱』、『陰謀』とあるものは『太公陰謀』の略である。出典を

記していないものは『六韜』または『太公六韜』からとする。
　　　  群書治要本と敦煌唐寫本の篇番號は、書かれていた順によって筆者が付した。銀雀山漢簡の番號は整理小組

による。
　　　  定州漢簡で【 】がついているものは整理小組がつけた篇題である。また佚文は内容によりまとまりを分けた。
　　　  他書の引用文については、数字は卷數を表す。屬する篇が同じ、もしくは類似性が高いものは同一欄に入れ、

異文と思われるものはまとめて示した。
武經七書本 群書治要本 敦煌唐寫本 定州漢簡 銀雀山漢簡 他書の引用文 本邦殘存典籍

2 文韜　文師 序 1
『太平御覽』84 引く『周書』
『北堂書鈔』15
『太平御覽』393・462・404・419・
421・726・832・834・996

『世俗諺文』
『李嶠雜詠一百二十首』注
『令集解』19

3 文韜　盈虚 文韜１

『太平御覽』496
『後漢書』93 李固傳注引く『太公
兵法』
『太平御覽』80・767・690・697・
822・850

4 文韜　國務 文韜２ 【國務】 殘簡

5 　 文韜３
陰謀１ 佚文

6 文韜　大禮 17―大禮
18―啓明

7 文韜　明傳 文韜９
（一部） 20―明傳

8 文韜　六守 文韜８ 12 六守 ２ 『太平御覽』437

9 文韜　守土 11 守土 ３守土
『太平御覽』472
『漢書』48 賈誼傳「服鳥賦」臣瓚注
『北堂書鈔』123
『太平御覽』763

10 文韜　守國 10 守國 ４

11 文韜　上賢 文韜４ 1（題不明） 『北堂書鈔』49 引く『金匱』
『太平御覽』76

12 文韜　擧賢 文韜５
２擧賢
８別賢

（やや類似）
【擧賢】 殘簡

論32六擧？
『說苑』君道篇引く『（書名不明）』
『太平御覽』401

13 　 文韜６
３利人

（一部が同）
６大失

【利人】（□□
□國所貴第
八）+佚文
□大失第十四

殘簡
論 36-5 『太平御覽』638

14 　 ４趨舍 【趨舍】 『文選』25 盧子諒「贈劉琨詩」注
『文選』41司馬遷「報任少卿書」注

15 　 ５禮義 方以禮義爲國
第十（＋佚文） 殘簡 『初學記』21

『太平御覽』523・610
16 　 ７救亂 殘簡

17 　 文韜７ ９動應 【動應】 『後漢書』25・27 五行志注
『太平御覽』839・876・879

『天地瑞祥志』12
『五行大義』2引く『太公兵法』

18 　 文韜 10

19 　 文韜 11 24（題なし） 佚文

『文選』10 潘岳「西征賦」注
『北堂書鈔』147
『文選』34 枚乘「七發」注・35 張
景陽「七命」注
『史記』3殷本紀正義引く『括地志』
『太平御覽』854・768・83・874・
21・51・173・827・871

『天地瑞祥志』12

20 文韜　賞罰 14 の一部
21 文韜　兵道

22 武韜　發啓 武韜１ ５ 『後漢書』40 注
『太平御覽』906・437

23 　 武韜２ ８ 『文選』55 劉孝標「廣絕交論」注
引く『金匱』

24 武韜　文啓 武韜１
（部分） 佚文 ６

25 武韜　文伐 『太平御覽』467
26 武韜　順啓 武韜３



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

五
六

武經七書本 群書治要本 敦煌唐寫本 定州漢簡 銀雀山漢簡 他書の引用文 本邦殘存典籍
27 武韜　三疑 ７三疑
28 龍韜　王翼 『太平御覽』273

29 龍韜　論將 武韜４ 論 23【將過】
に類似

『北堂書鈔』115
『太平御覽』273

30 龍韜　選將 武韜５

31 　 龍韜１ 『太平御覽』273
『意林』1

32 龍韜　立將 龍韜２

33 龍韜　將威 龍韜３
『北堂書鈔』13
『太平御覽』296
『太平御覽』633・647 引く『金匱』
『北堂書鈔』30 引く『金匱』

34 龍韜　勵軍 龍韜４
『太平御覽』17 引く『太公兵法』
『太平御覽』273・869・699・702
『後漢書』69 注
『北堂書鈔』114

35 龍韜　陰符
『後漢書』82 注
『北堂書鈔』113
『太平御覽』271

36 龍韜　陰書

37 龍韜　軍勢 龍韜５ 『太平御覽』739 引く『周書陰符』
『太平御覽』270

38 　 龍韜６
39 　 龍韜７

40 龍韜　奇兵 『北堂書鈔』114
『太平御覽』273

41 龍韜　五音 『史記』32 齊太公世家正義

42 龍韜　兵徴 『北堂書鈔』113
『太平御覽』329

43 龍韜　農器 【農器】 『太平御覽』336・339 引く『金匱』

44 　 虎韜１ 佚文 ９＋殘簡
『初學記』17
『藝文類聚』20
『太平御覽』401

45 虎韜　軍用

『太平御覽』336
『史記』109 李將軍列傳注
『北堂書鈔』121
『尙書』周書牧誓正義
『北堂書鈔』125
『太平御覽』348・337
『北堂書鈔』123
『太平御覽』345・349・353
『北堂書鈔』124・125
『太平御覽』357

『慧琳音義』10・80・84・
34
『原本玉篇』車部
『倭名類聚抄』6
『慧琳音義』50

46 虎韜　三陣 『太平御覽』301 『弘決外典鈔』3

47 虎韜　疾戦 『通典』159
『太平御覽』311

48 虎韜　必出

49 虎韜　軍略 『太平御覽』336・870
『北堂書鈔』126

50 虎韜　臨境
51 虎韜　動靜
52 虎韜　金鼓
53 虎韜　絕道 『通典』157
54 虎韜　略地
55 虎韜　火戰
56 虎韜　壘虛
57 豹韜　林戰 『李嶠雜詠一百二十首』注
58 豹韜　突戰
59 豹韜　敵強 『太平御覽』357
60 豹韜　敵武

61 豹韜　　烏雲山兵 『太平御覽』301

62 豹韜　　烏雲澤兵

63 豹韜　少衆 『北堂書鈔』118
『太平御覽』313・357

64 豹韜　分險
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五
七

武經七書本 群書治要本 敦煌唐寫本 定州漢簡 銀雀山漢簡 他書の引用文 本邦殘存典籍

65 　 犬韜１ 『北堂書鈔』123 引く『太公兵法』
『太平御覽』353・386

66 　 犬韜２
67 犬韜　分合
68 犬韜　武鋒

69 犬韜　練士 『意林』1練士篇
『太平御覽』464・437

70 犬韜　敎戰 『通典』149
『太平御覽』297

71 犬韜　均兵

72 犬韜　　武車士 『北堂書鈔』125

73 犬韜　武騎士
『北堂書鈔』117
『太平御覽』300

74 犬韜　戰車 『通典』159 引く『周書』『陰符』
75 犬韜　戰騎
76 犬韜　戰步 『通典』157
77 　 13―事君
78 　 14―用人
79 　 15―主用 『意林』1
80 　 16（題なし）
81 　 19―遠視
82 　 21―大誅

83 　 22（題なし） 『北堂書鈔』113
『太平御覽』76・『意林』1

84 　 23（題なし）

85 　 25 距諫 佚文

『太平御覽』82
『藝文類聚』3・『太平御覽』27・
72・『路史後紀』14 引く『金匱』
『藝文類聚』3・『太平御覽』21・
832・『事類賦』注 4引く『金匱』
『太平御覽』11 引く『太公伏符陰謀』

86 　 佚文 10

『藝文類聚』2・『太平御覽』10・『事
類賦』「雨賦」注
『北堂書鈔』114
『太平御覽』726・13・329
『文選』劉歆「移書讓太常博士」注
引く『金匱』
『北堂書鈔』149
『太平御覽』329・13・340・『北堂
書鈔』120
『後漢書』104 袁紹傳注・『文選』
陳琳「爲袁紹檄豫州」注引く『金匱』
『太平御覽』56
『太平御覽』11 引く『金匱』
『通典』162・『太平御覽』328 引く
『金匱』

87 　 11 『北堂書鈔』117
『太平御覽』271

88 　 12 『太平御覽』437（銀整理小組の說）
『太平御覽』157 『慧琳音義』6・7・3

89 　 13
90 　 14（餘り）

91 　 尙正（２に
含む？）

92 　 〈陰謀２〉
93 　 〈陰謀３〉

94 　 〈陰謀４〉

『後漢書』1光武紀建武二年注・『意
林』1・『藝文類聚』23・『文選』張
華「女史箴」注・『太平御覽』
430・459・593 引く『金匱』
『太平御覽』390 引く『金匱』

『令集解』19 引く『金匱』
『三敎指歸覺明』注引く『金
匱』

95 　 『新書』修政語下

96 　 佚文 殘簡
論 36-8 『說苑』君道篇

97 　 方治國之道第
六 殘簡



『
六
韜
』
諸
テ
キ
ス
ト
と
銀
雀
山
漢
簡
の
關
連
に
つ
い
て

五
八

武經七書本 群書治要本 敦煌唐寫本 定州漢簡 銀雀山漢簡 他書の引用文 本邦殘存典籍

98 　
亂之要第七・
吏十重罪・民
十…

殘簡 『続漢郡國志』5注引く『陰謀』
『後漢書』38 百官志注引く『陰謀』

99 　 第十三　舜伐
有苗武

『文選』20 應詔「樂游苑餞呂僧珍詩」
注・『北堂書鈔』13
『太平御覽』63
『開元占經』3引く『金匱』
『開元占經』6引く『金匱』
『太平御覽』4引く『金匱』

『天地瑞祥志』17 引く『金匱』

100 　 佚文

101 　 佚文 『後漢書』89・『文選』15 張衡「思
玄賦」注引く『周書陰符』 『五行大義』5

102 　 佚文 殘簡
103 　 佚文 『太平御覽』642 引く『金匱』
104 　 佚文（餘り）

105 　 方武王勝殷第
十六

106 　 佚文
107 　 『禮記』1曲禮上正義
108 　 『史記』41 越世家索隱
109 　 『舊唐書』21 禮儀志 『李嶠雜詠一百二十首』注

110 　

『北堂書鈔』144・152・『藝文類聚』
2・『初學記』2・『文選』13 謝惠連
「雪賦」注・『開元占經』113・『御覽』
12・859・882・『太平廣記』291・『事
類賦』注 3引く『金匱』
『五行大義』22 引く『周書』

『天地瑞祥志』14 引く『金匱』

111 　
『北堂書鈔』87・『藝文類聚』80・『太
平御覽』532・『事類賦』注 25 引
く『金匱』

112 　 『意林』1

113 　 『藝文類聚』66・85
『太平御覽』840 『秘府略』864

114 　 『藝文類聚』71・『文選』27 王仲宣
「從軍詩」注・『太平御覽』768

115 　
『藝文類聚』85・69
『文選』56 陸佐公「石闕銘」注
『北堂書鈔』20
『太平御覽』393・709・815

『秘府略』864

116 　 『文選』2張衡「西京賦」注

117 　 『意林』1引く『金匱』
『藝文類聚』88・『太平御覽』21

118 　 『藝文類聚』92・『事類賦』烏賦注
『太平御覽』920

119 　
『藝文類聚』93・『事類賦』馬賦注
『藝文類聚』95・『文選』4南都賦注
『太平御覽』908・381・467・893
『藝文類聚』84・『太平御覽』807・941

『天地瑞祥志』19

120 　 『北堂書鈔』21
121 　 『北堂書鈔』56
122 　 『北堂書鈔』15
123 　 『北堂書鈔』15
124 　 『北堂書鈔』21
125 　 『北堂書鈔』114
126 　 殘簡 『通典』149 引く『太公兵法』？
127 　 『通典』149 引く『太公兵法』？
128 　 『通典』153・『太平御覽』294

129 　 『通典』157 引く『太公兵法』
『北堂書鈔』113 引く『太公兵法』

130 　 『北堂書鈔』113 引く『太公兵法』
131 　 『通典』159・『太平御覽』311
132 　 『文選』27 王仲宣「從軍詩」注

133 　 『文選』43 孫子荊「爲石仲容與孫
皓書」注

134 　 『文選』48 楊子雲「劇秦美新」注
135 　 『文選』49 干寶「晉紀總論」注
136 　 『文選』56 陸佐公「石闕銘」注
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武經七書本 群書治要本 敦煌唐寫本 定州漢簡 銀雀山漢簡 他書の引用文 本邦殘存典籍

137 　 『文選』56 陸佐公「石闕銘」注
『太平御覽』689

138 　 『太平御覽』1
139 　 『太平御覽』276

140 　 『太平御覽』327
『意林』1・『御覽』366 引く『金匱』

141 　 『太平御覽』328 『天地瑞祥志』12 引く『兵
書要候』

142 　 殘簡 『太平御覽』335・339
『太平御覽』301 引く『周書』

『祖庭事苑』2・6引く『六
韜五陣』

143 　 『太平御覽』358
144 　 『太平御覽』383
145 　 『太平御覽』395
146 　 『太平御覽』482
147 　 『太平御覽』485・『藝文類聚』35
148 　 『太平御覽』534

149 　
『太平御覽』697・684
『漢書』88 儒林傳
『意林』1
『北堂書鈔』127

150 　

『太平御覽』737
『藝文類聚』59・『文選』42 吳質「答
東阿王書」注・48 班固「典引」注、
『御覽』139・349・739・『事類賦』
注 13 引く『金匱』

151 　 『太平御覽』739
152 　 宋戴埴『鼠璞』
153 　 『文選』10 潘安仁「西征賦」注
154 　 『太平寰宇記』25 引く『金匱』

155 　
『文選』司馬相如「上書諫獵」注・
阮 「爲曹公作書與孫權」注引く
『金匱』

156 　 『北堂書鈔』122 引く『金匱』
『太平御覽』430・590 引く『金匱』

157 　 『後漢書』73 朱穆列傳注引く『太
公陰謀』

158 　 『後漢書』82 崔 傳注引く『金匱』
159 　 『太平御覽』183 引く『金匱』
160 　 『太平御覽』184 引く『金匱』
161 　 『太平御覽』188 引く『金匱』
162 　 『太平御覽』84 引く『金匱』

163 　
『藝文類聚』58・『初學記』21・『太
平御覽』605・『事類賦』注 15・『困
學紀聞』5引く『金匱』

『原本玉篇』石部引く『金匱』

164 　 『意林』1引く金匱
165 　 『意林』1引く金匱
166 　 『意林』1引く金匱
167 　 『書鈔』125 引く『金匱』（衍誤？）
168 　 『初學記』7引く金匱
169 　 『初學記』7引く金匱

170 　 『開元占經』6引く『尙書金匱』（嚴
注：疑卽『太公金匱』異名。）

171 　 『開元占經』6引く『金匱』
172 　 『開元占經』6引く『金匱』
173 　 『開元占經』11 引く『尙書金匱』

174 　 佚文 『初學記』17・『太平御覽』402 引『周
書陰符』

175 　 『太平御覽』352 引く『周書』

176 　 『文選』34 枚乘「七發」注引く『周
書』

177 　 『太平御覽』355 引『周書』
179 　 『五行大義』23 篇引く『周書』
180 　 『太平御覽』684 引く『周書』
181 　 『詩』「大明」疏引く『太公授兵鈐之法』
182 　 『說苑』指武篇引く『太公兵法』
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武經七書本 群書治要本 敦煌唐寫本 定州漢簡 銀雀山漢簡 他書の引用文 本邦殘存典籍

183 　 陰 11 の一
部（八風）『五行大義』17 篇引く『太公兵書』

184 　 『開元占經』5引く『太公兵法』
185 　 『開元占經』5引く『太公兵法』
186 　 『開元占經』7引く『太公兵法』
187 　 『開元占經』8引く『太公兵法』
188 　 『開元占經』9引く『太公兵法』

189 　 『北堂書鈔』113・『太平御覽』335
引く『太公兵法』

190 　 『太平御覽』348 引く太公兵法

191 　 『藝文類聚』60、『太平御覽』345
引く『太公兵法』

192 　 『太平御覽』347 引く『太公兵法』

193 　 『北堂書鈔』125・『藝文類聚』60・
『太平御覽』348 引く『太公兵法』

『李嶠雜詠一百二十首』注
引く『太公兵法』

194 　 『北堂書鈔』125、『藝文類聚』60、『太
平御覽』349 引く『太公兵法』

195 　 『北堂書鈔』124・『太平御覽』352
引く『太公兵法』

196 　 『北堂書鈔』123・『太平御覽』353
引く『太公兵法』

197 　 『太平御覽』627 引く『太公兵法』
198 　 『開元占經』49 引く『決事占』
199 　 『開元占經』5・11 引く『陰秘』
200 　 『開元占經』5引く『陰秘』
201 　 『開元占經』6引く『陰秘』
202 　 『開元占經』8引く『陰秘』
203 　 『開元占經』71 引く『陰秘』
204 　 『五行大義』2引く『太公兵法』
205 　 『五行大義』2引く『太公兵法』
206 　 『五行大義』3引く『太公兵法』

207 　 『天地瑞祥志』12・『五行大
義』2引く『太公兵法』

208 　 『天地瑞祥志』12引く『太公
兵法』

209 　 『天地瑞祥志』12引く『太公
兵法』

210 　 『天地瑞祥志』17 引く太公
兵法

211 　 『天地瑞祥志』17引く『太公
兵法』

212 　 『天地瑞祥志』18引く『太公
兵法』

213 　 『天地瑞祥志』18引く『太公
兵法』

214 　 『天地瑞祥志』18引く『太公
兵法』

215 　 『天地瑞祥志』19引く『太公
兵法』

216 　 『天地瑞祥志』19引く『太公
兵法』

217 　 『天地瑞祥志』19引く『太公
兵法』

218 　 『天地瑞祥志』19引く『太公
兵法』

219 　 『天地瑞祥志』19引く『太公
兵法』

220 　 『天地瑞祥志』19引く『太公
兵法』

221 　 『天地瑞祥志』19引く『太公
兵法』

222 　 『天地瑞祥志』20引く『太公
兵法』

223 　 『天文要錄』日占第四引く
『太公兵符決要』


